
日系対中投資、信頼関係の醸成がカギ 14

進化し続ける化学園区 キーワードは「安全」「グリーン」 16

“創新”で高収益型企業に転換 22

「あなたのなかに私があり、

私のなかにあなたがある」――。

中国石油・化学工業連合会（Ｃ

ＰＣＩＦ）の李寿生会長は、日中

の化学産業を恋に落ちた男女に例

え、こう表現したことがある。20

カ国・地域首脳会合（Ｇ２０）の閉幕

からほどなくして開催された２０１９

年夏の日中化学産業会議でのこと

だ。原材料生産などを得意とする

中国、ハイエンド製品の製造に長

けた日本。両国は相互補完の関係

にある、と。

中国の化学産業は第１２次５カ年

計画（２０１１～１５年）で規模の拡大

に成功したが、最終年を迎えた現

行の１３次５カ年計画では大気汚染

などの環境規制、相次ぐ重大事故

にともなう危険化学品の安全管理

などの課題に直面し、大きな方針

転換を迫られてきた。「グリーン発

展」「高品質製品の増産」「安全生

産」「社会との調和のためのレスポ

ンシブル・ケア（ＲＣ）」。これらが

持続的な発展に不可欠なキーワー

ドだと多くが気づき始め、その実

現に日本の技術や知見を必要とし

ている。

政治レベルの関係改善を受け、

日中の化学産業はいま、連携機運

が急速に高まっている。来年スタ

ートする１４次５カ年計画において

は、化学業界でもＡＩ（人工知能）

やＩｏＴ（モノのインターネット）

といった先端技術の取り込み、海

洋プラスチックゴミなど環境問題

の解決に向け、日中の連携の可能

性がさらに広がるだろう。中国は

いま、新型コロナウイルスによる

肺炎が広がり、経済は大きな打撃

を受けている。李会長は１４面のイ

ンタビューでも「一時的な低迷は

あっても、中国はこの困難を必ず

乗り越えられる」と語っており、

日本の化学企業も大きな支援を約

束している。

本特集では日本と関係が深かっ

たり、今後、日本企業や化学産業

と多くの接点を持ちたいと考えて

いる中国の企業や化学園区を紹介

する。新時代を迎えた日中の化学

産業。結びつきがこれまで以上に

深まっていく。

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日） （土・日・祝日除く）（日刊）（第三種郵便物認可）（１３）



中
国
に
新
た
な

森
田
化
学
を
作
る

◆
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肺
炎
が
拡
大
し
、
中
国
経
済

に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
て
い
ま
す
。

「
新
型
肺
炎
は
中
国
全
土
で
蔓

延
し
、
世
界
の
多
く
の
国
に
一
定

の
影
響
を
与
え
た
。
中
国
は
こ
の

疾
病
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
科

学
的
、
全
面
的
か
つ
有
効
的
な
措

置
を
と
り
、
国
際
社
会
か
ら
評
価

も
得
て
い
る
。
今
回
の
肺
炎
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
や
各

種
団
体
、
企
業
な
ど
か
ら
多
く
の

支
援
を
も
ら
い
、
大
変
感
謝
し
て

い
る
。
中
国
は
日
本
か
ら
の
厚
意

を
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
新
型
肺
炎

の
経
済
に
対
す
る
影
響
は
現
時
点

で
は
み
え
な
い
。
一
時
的
に
は
景

気
減
速
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
中
国
は
こ
の
難
局
を
必
ず
乗

り
越
え
ら
れ
る
。
中
長
期
的
に
必

ず
安
定
的
な
発
展
を
取
り
戻
せ
る

と
信
じ
て
い
る
」

◆
…
第
１３
次
５
カ
年
計
画
（
１３
・

５
、
１６
〜
２０
年
）
の
最
終
年
を

迎
え
ま
し
た
。
中
国
の
石
油
・

化
学
産
業
の
現
状
や
直
面
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

「
中
国
の
石
油
・
化
学
産
業
は

こ
の
間
、
石
化
大
国
か
ら
石
化
強

国
へ
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進

み
、
安
定
し
た
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
１３
・
５
期
間
の
売
上
高
は
年

率
６
％
の
成
長
を
続
け
、
２０
年
に

は
産
業
規
模
が
１２
億
元
超
に
達
す

る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
利
益
総
額

は
毎
年
、１６
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

伝
統
産
業
の
生
産
過
剰
の
矛
盾
を

解
消
し
、
有
機
化
学
品
や
合
成
材

料
、
化
工
新
材
料
、
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
の
成
長
は
基
礎
化
学
品
や

無
機
化
学
品
よ
り
高
い
。
石
油
精

製
、
ク
ロ
ー
ル
・
ア
ル
カ
リ
、
肥

料
、
農
薬
な
ど
の
構
造
調
整
も
進

ん
で
い
る
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
底

上
げ
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
流

動
接
触
分
解
装
置
で
生
産
さ
れ
た

中
間
生
成
物
（
Ｌ
Ｃ
Ｏ
）
を
水
素

化
処
理
、
分
解
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を

生
産
す
る
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｇ
プ
ロ
セ
ス
、

Ｔ
８
０
０
級
以
上
の
炭
素
繊
維
、

高
耐
熱
の
半
芳
香
族
ナ
イ
ロ
ン
な

ど
の
自
主
技
術
開
発
が
そ
の
例

だ
。
グ
リ
ー
ン
発
展
の
基
礎
も
整

い
、
排
水
や
排
気
、
固
体
廃
棄
物

処
理
、
省
エ
ネ
・
低
炭
素
化
、
安

全
管
理
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
化

学
園
区
の
『
グ
リ
ー
ン
発
展
６
大

行
動
計
画
』
も
策
定
す
る
な
ど
重

点
製
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
廃

棄
物
排
出
量
は
飛
躍
的
に
低
減
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
原
油
へ
の

依
存
度
が
い
ぜ
ん
と
し
て
高
く
、

産
業
の
構
造
矛
盾
は
ま
だ
完
全
解

決
と
な
っ
て
い
な
い
。
鍵
と
な
る

技
術
力
の
向
上
、
安
全
・
環
境
に

対
す
る
圧
力
も
強
く
、
次
期
の
第

１４
次
５
カ
年
計
画
（
２１
年
〜
）
で

は
引
き
続
き
、
業
界
が
責
任
を
も

っ
て
課
題
の
克
服
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

◆
…
日
中
の
石
油
・
化
学
産
業
の

連
携
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
き

ま
し
た
か
。

「
こ
の
２０
年
、
中
国
の
石
油
・

化
学
産
業
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
理

念
の
下
、
日
本
企
業
と
連
携
し
、

産
業
競
争
力
、
技
術
交
流
、
レ
ス

ポ
ン
シ
ブ
ル
ケ
ア（
Ｒ
Ｃ
）
な
ど
の

多
く
の
分
野
で
連
携
し
て
き
た
。

私
は
中
日
両
国
の
石
化
産
業
は
補

完
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
国
の
石
化
産
業
は
基
礎
原
料
が

充
実
し
、
日
本
は
技
術
力
が
高
く
、

最
終
製
品
で
高
い
競
争
力
を
持

つ
。
日
本
の
中
国
に
お
け
る
投
資

企
業
数
は
３
万
２
０
０
０
社
を
超

え
、
外
資
企
業
で
も
最
も
多
い
国

の
一
つ
だ
。
石
化
産
業
は
そ
の
な

か
の
一
部
。
中
日
の
企
業
は
引
き

続
き
、
化
工
新
材
料
や
現
代
石
炭

化
学
、
電
子
化
学
品
、
バ
イ
オ
化

学
、
安
全
生
産
、
環
境
保
護
な
ど

多
く
の
領
域
で
連
携
で
き
る
だ
ろ

う
。
日
本
企
業
の
先
進
的
な
発
展

理
念
を
学
ぶ
こ
と
で
、
中
国
は
優

れ
た
技
術
を
導
入
し
、
構
造
転
換

を
加
速
で
き
る
。
日
本
は
中
国
の

企
業
や
大
学
に
海
外
で
の
訓
練
機

会
も
提
供
し
て
く
れ
た
。
一
年
に

一
度
の
『
中
日
化
学
産
業
会
議
』

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
互
交

流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
」

◆
…
今
後
の
さ
ら
な
る
連
携
の
可

能
性
や
双
方
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
。

「
日
本
企
業
と
手
を
携
え
、
新

市
場
開
拓
や
新
た
な
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
。
相
互
利
益
に
つ
な
が
る
よ
り

多
く
の
関
係
を
築
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
中

日
は
ハ
イ
エ
ン
ド
技
術
で
連
携

し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
材
料
、

差
別
化
技
術
、
省
エ
ネ
・
環
境
保

護
技
術
な
ど
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
強
化
で
き
る
だ
ろ
う
。
技

術
的
課
題
を
共
に
克
服
し
、
破
壊

的
技
術
の
ト
レ
ン
ド
研
究
で
も
協

力
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら

に
は
、
大
型
企
業
の
間
で
も
双
方

の
優
位
性
を
生
か
し
、
手
を
携
え

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
協
力

関
係
の
新
た
な
方
式
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。
中
日
と
も
に
、
化
学

産
業
の
持
続
的
発
展
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
循
環
利
用
や
汚
染
減
少
な

ど
の
課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
、

互
い
に
技
術
や
管
理
手
法
を
持
ち

寄
り
、
世
界
的
課
題
の
克
服
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」

◆
…
日
本
企
業
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
１
０
０

年
に
一
度
の
未
曾
有
の
大
変
革
の

最
中
に
あ
る
。
中
国
経
済
も
高
品

質
発
展
の
新
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
中
日
の

石
化
業
界
は
世
界
の
化
学
産
業
に

お
い
て
も
例
の
な
い
、
深
い
信

頼
、
協
力
関
係
を
築
け
る
は
ず

だ
。
信
頼
と
協
調
は
未
来
に
お
い

て
中
日
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係

を
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
、
世
界
の

石
油
・
化
学
産
業
の
発
展
に
対
す

る
大
き
な
貢
献
に
つ
な
が
る
は
ず

だ
」

日系企業が中国でビジネスする際に、現地パートナーやナショナルスタッフとの連携、関係構築の重

要性は論をまたない。会社設立、技術ライセンスや共同研究、合弁プロジェクト―。成り立ちも思想も

異なる両者の関係は時に結婚にも例えられ、忍耐、共通理解の醸成などの重要性が強調されてきた。本

特集の総論では、日系企業の中国進出や現地企業との合弁の代表例に焦点を当てたい。技術や製品自体

の強さはもちろんだが、現場での「人と人」との信頼関係の構築こそ成功の主因であると当事者は口を

揃える。 （敬称略）

２
０
１
７
年
の
日
中
国
交
正
常
化
４５
周
年
、
１８
年
の
日
中
平
和

友
好
条
約
締
結
４０
周
年
を
経
て
、
日
中
関
係
は
「
完
全
に
正
常
軌

道
に
戻
っ
た
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
好
転
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
間
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
外
交
を
よ
そ
に
脈
々
と
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
の
が
化
学
産
業
だ
。
中
国
の
石
油
・
化
学
産
業
を
束
ね

る
中
国
石
油
・
化
学
工
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
の
李
寿
生
会

長
も
「
双
方
は
互
い
に
補
完
す
る
間
柄
に
あ
る
。
連
携
関
係
を
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
る
。日

系
化
学
企
業
の
中
国
進
出

の
成
功
事
例
。
そ
の
一
つ
と
し

て
名
前
が
挙
が
る
の
が
森
田
化

学
工
業
だ
ろ
う
。
２
０
０
３
年

に
無
水
フ
ッ
酸
の
合
弁
会
社

（
浙
江
省
金
華
市
）
と
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）

の
電
解
質
の
生
産
拠
点
（
江
蘇

省
張
家
港
市
）
の
２
社
を
立
ち

上
げ
、
１９
年
に
は
中
国
拠
点
の

自
己
資
金
の
み
で
電
解
質
の
第

２
工
場
を
完
工
す
る
に
い
た
っ

た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
歩
み
は

試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
の
歴
史

に
他
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、

電
解
質
事
業
は
立
ち
上
げ
の
苦

労
に
も
直
面
し
た
が
、
現
場
に

全
権
を
委
ね
る
と
の
社
長
の
判

断
の
下
、「
人
作
り
こ
そ
会
社
作

り
の
根
幹
」
と
の
考
え
で
現
地

ス
タ
ッ
フ
と
向
き
合
っ
て
き

た
。

�

「
開
発
し
た
本
人
が
行
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
」
�
。
森
田

化
学
の
専
務
で
、
現
中
国
代
表

の
堀
尾
博
英
は
、
２０
年
前
、
森

田
康
夫
社
長
か
ら
そ
う
言
わ
れ

た
日
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。
４２
歳
、
課
長
だ
っ
た
堀
尾

に
中
国
拠
点
設
立
の
任
が
命
じ

ら
れ
た
時
だ
。

中
国
の
製
造
業
が
安
価
な
コ

ス
ト
で
大
量
生
産
、
輸
出
を
開

始
し
、
世
界
に
猛
威
を
振
る
い

始
め
て
い
た
００
年
当
時
。
日
本

国
内
で
の
生
産
で
は
コ
ス
ト
が

あ
わ
ず
、
多
く
の
化
学
メ
ー
カ

ー
が
事
業
性
を
確
保
す
る
た
め

競
う
よ
う
に
中
国
に
拠
点
を
確

保
し
た
。
中
国
企
業
は
原
料
の

蛍
石
を
自
国
に
持
つ
優
位
性
を

生
か
し
、
フ
ッ
化
物
の
輸
出
に

も
乗
り
出
し
て
い
た
。
こ
れ
か

ら
の
競
合
は
中
国
メ
ー
カ
ー
に

な
る
。
森
田
化
学
は
原
料
確
保

も
含
め
、
初
の
海
外
拠
点
を
中

国
に
設
立
す
る
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
た
。

旭
化
成
の
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
で

あ
る
吉
野
彰
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
も
注
目

さ
れ
た
Ｌ
ｉ
Ｂ
。
そ
の
電
解
質

で
あ
る
六
フ
ッ
化
リ
ン
酸
リ
チ

ウ
ム
（
Ｌ
ｉ
Ｐ
Ｆ
６

）
の
開
発
に

基
礎
研
究
か
ら
従
事
し
、
商
業

化
の
中
心
人
物
の
一
人
と
さ
れ

る
の
が
堀
尾
だ
。

１
９
９
４
年
に
は
同
社
の
神

崎
川
事
業
所
に
生
産
設
備
を
新

設
し
、
段
階
的
な
設
備
増
強
で

量
産
体
制
を
確
立
し
た
。
００
年

当
時
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
電

池
な
ど
で
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
電
動
車
向
け
の
需
要
増
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
生
産

の
立
地
は
中
国
し
か
な
い
。
社

内
で
は
経
験
の
な
い
海
外
で
の

事
業
化
に
「
中
国
で
の
工
場
運

営
な
ん
て
可
能
な
の
か
」「
投
資

回
収
は
本
当
に
で
き
る
の
か
」

と
い
っ
た
意
見
も
飛
び
交
っ

た
。
退
路
を
断
っ
て
や
る
し
か

な
い
。堀
尾
は
覚
悟
を
決
め
た
。

堀
尾
は
中
国
で
の
会
社
設
立

に
際
し
、
社
長
に
問
い
か
け
た

事
が
あ
る
。「
中
国
に
進
出
し
て

い
る
日
系
企
業
に
は
２
種
類
あ

り
ま
す
。
短
期
で
本
社
に
利
益

を
も
た
ら
す
会
社
と
中
国
に
根

を
下
ろ
し
て
長
期
的
視
点
で
事

業
を
進
め
る
会
社
。
わ
れ
わ
れ

が
目
指
す
の
は
ど
ち
ら
で
す

か
」。社
長
は
答
え
た
。「
中
国
に

森
田
化
学
を
つ
く
っ
て
く
れ
」。

堀
尾
は
社
長
か
ら
全
権
を
託

化
学
産
業
に
お
け
る
日
中
連

携
の
最
大
事
例
の
一
つ
が
、
三

井
化
学
と
国
有
大
手
、
中
国
石

化
（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
合

弁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
ろ
う
。
中

国
に
１９
の
関
係
会
社
と
駐
在
事

務
所
１
拠
点
を
有
す
る
三
井
。

同
社
が
一
国
で
こ
れ
だ
け
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
の
は
日
本

を
除
い
て
他
に
な
く
、
中
国
最

大
の
投
資
案
件
で
あ
り
ビ
ジ
ネ

ス
の
基
盤
と
も
言
え
る
の
が
中

中
日
化
学
産
業
は
補
完
関
係

中国石油・化学工業連合会（ＣＰＣＩＦ）

李寿生 会長 インタビュー

「安定性必ず取り戻す」
新型肺炎乗り越え

人
づ
く
り
は
成
長
の
根
幹

森田化学・張家港拠点

三井化学

06 年の上海中石化三井化工（ＳＳＭＣ）の設立式典。

２年以上にわたる交渉が実った

徹
底
的
に
現
地
主
導
貫
く

巨
大
国
有
企
業
と
合
弁

強
い
絆
、ビ
ジ
ネ
ス
の
礎
に

（１４）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



現
地
社
員
と
一
か

ら
ル
ー
ル
づ
く
り

仲
間
と
し
て
受
け

入
れ
、
共
に
働
く

２
年
以
上
に
わ
た

り
粘
り
強
く
交
渉

気
が
抜
け
な
い
が

契
約
後
は
心
強
く

反
日
デ
モ
下
で
も

関
係
性
崩
れ
ず

さ
れ
、
日
本
流
を
持
ち
込
む
の

で
は
な
く
、
中
国
に
新
し
い
森

田
化
学
を
作
る
と
決
め
た
。
０３

年
１２
月
、
張
家
港
市
に
森
田
化

工
（
張
家
港
）
有
限
公
司
（
現

・
森
田
新
能
源
材
料
〈
張
家

港
〉）を
設
立
し
た
。
工
場
の
建

設
に
向
け
て
３
０
０
人
を
面
接

し
、
新
卒
の
学
生
１０
人
を
選
ん

だ
。採

用
基
準
は
一
つ
だ
け
。「
性

格
の
良
い
人
格
者
で
あ
る
と
思

っ
た
若
い
子
だ
け
を
採
っ
た
」。

他
社
で
の
経
験
者
は
「
色
が
つ

い
て
い
る
」
た
め
好
ま
な
か
っ

た
。
０４
年
９
月
の
開
業
式
を
経

て
、
翌
年
に
生
産
を
開
始
し
た
。

初
期
の
Ｌ
ｉ
Ｐ
Ｆ
６

の
能
力
は

日
本
と
同
規
模
の
２
４
０
�
。

製
造
、
総
務
、
営
業
、
購
買
、

財
務
な
ど
す
べ
て
の
管
理
を
堀

尾
が
担
う
か
た
ち
で
の
船
出

だ
。
稼
働
時
に
は
、
従
業
員
は

２５
人
に
増
え
て
い
た
。

操
業
開
始
か
ら
５
年
間
は
お

世
辞
に
も
順
調
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
日
本
と
同
様
に
堀
尾
の

設
計
し
た
設
備
を
中
国
エ
ン
ジ

会
社
に
依
頼
し
、
同
じ
プ
ロ
セ

ス
で
生
産
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
積
み
上
が
っ
た
の
は

不
合
格
品
の
山
。
事
業
採
算
性

の
確
保
も
ま
ま
な
ら
な
い
な

か
、
経
験
の
浅
い
者
た
ち
の
集

ま
り
で
は
問
題
点
の
抽
出
や
解

決
策
の
提
案
も
期
待
で
き
な

い
。
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

日
本
か
ら
熟
練
の
技
術
者
を

呼
べ
ば
問
題
が
改
善
で
き
る
可

能
性
が
高
い
の
は
堀
尾
も
分
か

っ
て
い
る
。
た
だ
、「
そ
れ
で
は

現
地
会
社
で
は
な
い
。
人
が
育

た
な
い
」。社
内
か
ら
の
不
安
の

声
に
も
さ
ら
さ
れ
た
が
、
堀
尾

は
日
本
の
支
援
に
頼
ら
ず
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
や
り
遂
げ

る
道
を
選
ん
だ
。
こ
の
時
、
社

長
か
ら
全
権
を
託
さ
れ
た
こ
と

が
堀
尾
の
推
進
力
の
源
で
あ
り

す
べ
て
の
拠
り
所
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
苦
労
し
た
の
が

不
純
物
の
概
念
の
伝
達
だ
。
当

時
、
中
国
の
高
純
度
品
の
純
度

は
９９
％
。
電
子
材
料
は
１
ｐ
ｐ

ｍ
、
９９
・
９
９
９
％
が
求
め
ら

れ
る
世
界
だ
。「
１
０
０
０
分
の

１
の
不
純
物
の
概
念
を
教
え
込

む
の
に
５
年
か
か
っ
た
」。堀
尾

は
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な

く
、
購
入
設
備
に
つ
い
て
も
自

ら
中
国
の
エ
ン
ジ
会
社
に
出
向

き
、
設
計
や
溶
接
方
法
を
直
接

指
導
し
た
。

ま
た
、
現
地
社
員
と
向
き
合

う
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー

ル
を
考
え
、
自
身
の
考
え
を
伝

え
て
い
っ
た
。「
や
っ
て
失
敗
し

た
ら
丸
。
や
っ
て
成
功
し
た
ら

二
重
丸
」。「
管
理
者
だ
か
ら
部

下
の
責
任
を
取
る
の
で
は
な

い
。
部
下
の
責
任
を
と
る
気
が

あ
る
人
間
が
管
理
者
だ
」
�
。

堀
尾
の
言
葉
は
社
内
で
「
十
カ

条
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。操

業
開
始
か
ら
５
年
経
っ
た

１０
年
頃
か
ら
製
品
品
質
も
安
定

し
、
同
社
製
品
は
Ｌ
ｉ
Ｂ
材
料

で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
っ
た
。
張
家
港
拠
点
の
生
産

能
力
は
現
在
、
操
業
開
始
時
の

２０
倍
の
５
０
０
０
�
ま
で
拡
大

し
、
新
た
に
泰
興
に
第
２
工
場

も
設
立
し
た
。

張
家
港
拠
点
の
立
ち
上
げ
メ

ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
り
、
現
在
、

副
総
経
理
を
務
め
る
季
燁
華
は

語
る
。「
堀
尾
さ
ん
に
は
失
敗
を

恐
れ
る
な
、
日
本
流
に
こ
だ
わ

ら
な
く
て
い
い
か
ら
自
分
で
考

え
て
行
動
し
ろ
と
教
え
ら
れ
て

き
た
。
誰
も
が
堀
尾
さ
ん
の
こ

と
を
親
父
と
思
う
、
家
族
的
な

雰
囲
気
の
会
社
に
な
っ
た
」。

中
国
進
出
の
成
功
と
は
何

か
。
堀
尾
に
改
め
て
問
う
と
、

「
会
社
の
良
し
悪
し
は
設
備
で

も
な
け
れ
ば
資
金
力
で
も
な

い
。
人
だ
。
私
の
自
慢
は
従
業

員
。
彼
等
は
ど
こ
に
出
し
て
も

負
け
る
は
ず
が
な
い
。
中
国
に

進
出
し
た
日
本
企
業
は
現
地
ス

タ
ッ
フ
を
い
か
に
使
う
か
、
と

い
う
議
論
を
し
が
ち
だ
。
そ
う

で
は
な
い
。
仲
間
と
し
て
一
緒

に
働
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

現
地
ス
タ
ッ
フ
に
自
分
達
の
会

社
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は
自
分

が
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る
べ

き
だ
」。

堀
尾
は
張
家
港
市
で
の
長
き

に
わ
た
る
事
業
活
動
や
地
域
貢

献
が
評
価
さ
れ
、
１８
年
に
は
張

家
港
市
名
誉
市
民
に
も
選
ば
れ

た
。
１９
年
に
は
蘇
州
市
卓
越
外

資
企
業
人
士
に
も
選
ば
れ
て
い

る
。ど

う
や
っ
て
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

を
成
功
さ
せ
て
き
た
の
か
。
い

つ
も
聞
か
れ
る
問
い
に
、
堀
尾

は
決
ま
っ
て
こ
う
答
え
る
。「
従

業
員
を
な
に
よ
り
も
大
事
に
し

て
き
た
か
ら
」。

国
石
化
と
の
関
係
だ
。
時
に
挫

折
も
経
験
し
な
が
ら
、
長
き
に

わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
信
頼
関

係
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
底
に
あ

る
。

�

三
井
の
中
国
石
化
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
始
ま
り
は
７３
年
、
中
国

石
化
グ
ル
ー
プ
の
燕
山
石
化

（
北
京
）
へ
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
（
Ｐ
Ｐ
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に

遡
る
。
以
来
、
グ
ル
ー
プ
の
揚

子
石
化
や
大
慶
石
化
、
上
海
石

化
と
は
高
純
度
テ
レ
フ
タ
ル
酸

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
な
ど
の
ラ
イ
セ
ン

ス
事
業
で
関
係
を
深
め
て
き

た
。中

長
期
の
市
場
拡
大
、
原
料

確
保
な
ど
を
見
据
え
、
三
井
の

中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
向

け
た
挑
戦
が
始
ま
る
。

９０
年
代
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
積
極
拡

大
を
図
る
な
か
、
天
津
石
化
と

の
合
弁
を
形
成
す
る
話
が
持
ち

上
が
る
。
こ
の
時
、
中
国
石
化

は
政
治
的
な
背
景
か
ら
も
日
本

企
業
で
あ
る
三
井
と
の
合
弁
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
三
井
の
誠
実
な
交
渉

姿
勢
は
中
国
石
化
に
強
い
印
象

を
残
し
た
。

そ
の
後
、
三
井
は
フ
ェ
ノ
ー

ル
や
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
（
Ｂ

Ｐ
Ａ
）
事
業
の
海
外
展
開
を
目

指
し
、
０３
年
に
原
料
確
保
の
面

か
ら
再
び
中
国
石
化
を
訪
ね

た
。
当
時
、
中
国
石
化
は
一
部

の
日
系
企
業
と
の
合
弁
会
社
設

立
の
話
が
反
故
に
さ
れ
る
な
ど

日
本
に
懐
疑
的
な
視
線
を
向
け

て
い
た
。
三
井
も
中
国
石
化
グ

ル
ー
プ
の
高
橋
石
化
と
樹
脂
添

加
剤
の
合
弁
を
組
ん
で
い
た

が
、
事
業
整
理
の
一
環
で
出
資

を
引
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

交
渉
の
主
導
権
は
中
国
石
化

に
あ
る
。
三
井
に
と
っ
て
は
巨

大
国
有
企
業
と
の
大
規
模
な
合

弁
契
約
の
形
成
で
あ
り
、
粘
り

強
い
交
渉
を
強
い
ら
れ
た
。
長

期
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築
に
は
信

頼
関
係
の
醸
成
が
不
可
欠
。
社

長
以
下
各
層
で
交
流
を
進
め

た
。
当
時
、
袖
ヶ
浦
の
研
究
所

で
実
施
し
て
い
た
触
媒
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
中
国
石
化
の
Ｒ
＆
Ｄ
の

主
任
を
招
い
た
。
そ
の
後
、
温

泉
旅
館
で
�
裸
の
つ
き
あ
い
�

を
行
っ
た
の
は
そ
の
一
例
だ
。

２
年
以
上
に
わ
た
る
交
渉
が

実
り
、
０５
年
１０
月
、
上
海
市
の

建
賓
館
で
当
時
の
三
井
化
学
社

長
の
藤
吉
建
二
と
中
国
石
化
総

裁
が
合
弁
契
約
に
調
印
し
た
。

０６
年
４
月
、
上
海
中
石
化
三
井

化
工
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
が
設
立
さ

れ
、
０８
年
末
に
Ｂ
Ｐ
Ａ
の
生
産

開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

０９
年
４
月
に
は
、
さ
ら
に
踏

み
込
み
「
包
括
的
戦
略
提
携
」

の
覚
書
き
を
交
わ
し
た
。
フ
ェ

ノ
ー
ル
や
機
能
化
学
品
、
研
究

開
発
等
の
分
野
で
も
提
携
関
係

を
広
げ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

同
年
春
に
は
中
国
石
化
総
裁
が

田
中
稔
一
の
社
長
就
任
祝
い
の

手
紙
も
送
っ
て
い
る
。
中
国
石

化
が
こ
う
し
た
書
簡
を
送
る
の

は
珍
し
い
。

現
在
の
三
井
の
中
国
総
代
表

を
務
め
る
松
崎
宏
は
０９
年
当

時
、
北
京
事
務
所
長
と
し
て
フ

ェ
ノ
ー
ル
の
契
約
交
渉
に
か
か

わ
っ
た
１
人
だ
。
中
国
企
業
は

議
事
録
な
ど
作
ら
ず
、
重
ね
て

き
た
交
渉
の
進
捗
が
、
あ
る
日

突
然
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
最
後
に

調
印
す
る
ま
で
気
の
抜
け
な
い

日
々
が
続
く
。
松
崎
は
当
時
を

振
り
返
り
、「
中
国
は
実
利
主
義

で
、
理
屈
を
重
ん
じ
る
日
本
と

は
異
な
る
。
た
だ
、
西
洋
は
契

約
を
破
っ
て
も
違
約
金
を
払
え

ば
す
む
と
い
う
判
断
を
す
る
こ

と
が
あ
る
が
、
中
国
石
化
は
一

度
契
約
を
締
結
す
れ
ば
ト
ッ
プ

の
判
断
を
尊
重
し
て
否
定
し
な

い
と
い
う
安
心
感
も
あ
っ
た
」

と
語
る
。
そ
の
後
、
両
社
は
１１

年
に
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
事
業
と
し

て
上
海
中
石
化
三
井
弾
性
体

（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
の
合
弁
契
約
も

締
結
し
て
い
る
。

三
井
と
中
国
石
化
の
信
頼
関

係
の
深
さ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
。
尖
閣
問
題
に
端
を
発

し
、
反
日
デ
モ
が
吹
き
荒
れ
た

１２
年
の
こ
と
だ
。
日
中
関
係
は

戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
、
三
井
の

中
国
拠
点
も
不
安
に
包
ま
れ

た
。
そ
ん
な
時
、
上
海
市
の
Ｓ

Ｓ
Ｍ
Ｅ
の
事
務
所
を
訪
れ
た
の

が
、
当
時
の
高
橋
石
化
の
総
経

理
、
張
涌
だ
っ
た
。
張
は
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
「
政
治
と
ビ
ジ
ネ

ス
は
別
。
日
本
か
ら
き
た
仲
間

た
ち
を
守
っ
て
く
れ
」
と
呼
び

か
け
た
。
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
の

安
全
の
確
保
の
た
め
、
多
方
面

に
働
き
か
け
た
。
以
来
、
経
営

層
が
代
替
わ
り
し
て
も
、
両
社

グ
ル
ー
プ
の
交
流
は
各
階
層
で

脈
々
と
続
い
て
き
た
。

松
崎
は
言
う
。
と
り
わ
け
、

中
国
石
化
の
よ
う
な
巨
大
な
相

手
と
組
む
と
き

は
、
絶
え
間
な
く
、

あ
き
ら
め
ず
に
交

渉
す
る
こ
と
が
肝

心
だ
。「
こ
ち
ら
の

原
則
を
守
り
つ

つ
、
相
手
に
も
考

え
方
や
立
場
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
後
は
人
と

人
の
信
頼
関
係
の

深
さ
が
も
の
を
言

う
」。フ

ェ
ノ
ー
ル
や

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
事

業
は
市
況
の
浮
き

沈
み
も
あ
る
が
、

足
下
で
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

「
引
き
続
き
、
Ｓ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ

Ｅ
の
基
盤
を
固
め

な
が
ら
、
次
代
の

新
た
な
可
能
性
を

模
索
し
て
い
き
た

い
」。

各
階
層
で
交
流

を
重
ね
て
い
る

（
両
社
幹
部
層

の
相
互
訪
問
の

よ
う
す
）

信頼関係の醸成がカギ

森田化学の堀尾氏は「従業員をなにより大切にしてきた」と語る（堀尾氏〈中央〉と

森田新能源材料〈張家港〉のメンバー）

日系対中投資

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（１５）



「
３０
強
」産
業
規
模
の
２
割

選
別
・
認
定
制
度
確
立
へ

中国で化学品を生産する際に、その基盤となるのが化学工業団地、いわゆる化学園区だ。その定

義は一様ではなく、中小規模のものまで含めるとその数は１０００カ所とも２０００カ所ともいわれる。中

国石油・化学工業連合会（ＣＰＣＩＦ）によると、２０１８年末時点で石油・化学を主たる産業とする

園区は全国に６７６カ所あり、国家級が５７、省級３５１、地方級２６８カ所。そのうち、年間生産額が１０００

億元（約１兆６０００億円）を超える大型園区は上海化学工業区（ＳＣＩＰ）や恵州大亜湾経済技術

開発区（広東省恵州市）など１４カ所、５００億～１０００億元規模は３３カ所、１００億～５００億元規模は２２４カ

所だ。配置分布でみると、東部地区が２４７カ所と全体の３６．５％を占める。

（写真＝泰興経済開発区は長江沿い約１２㌔㍍の敷地を緑化。生態環境保護に努めている）

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
、
生
産
額
が
高

か
っ
た
り
、
環
境
や
安
全
生
産
に

配
慮
し
て
い
る
化
学
園
区
を
他
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る
た
め
、
毎

年
「
化
工
園
区
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を

発
表
し
て
い
る
。
生
産
額
や
固
定

資
産
投
資
額
な
ど
の
「
総
合
経
済

力
」
を
は
じ
め
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ

ル
・
ケ
ア
（
Ｒ
Ｃ
）
や
緊
急
・
消

防
体
制
と
い
っ
た
「
安
全
・
透
明

性
」、入
居
す
る
ハ
イ
エ
ン
ド
企
業

数
や
ス
マ
ー
ト
化
な
ど
の
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
基
礎
イ
ン
フ
ラ
」

「
グ
リ
ー
ン
・
生
態
化
」
の
５
つ

の
指
標
で
総
合
的
に
判
断
す
る
。

１９
年
の
３０
強
に
つ
い
て
は
、
首

位
を
維
持
し
て
き
た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
が

複
数
の
事
故
を
起
こ
し
た
た
め
、

参
加
を
自
粛
。
代
わ
っ
て
、
７
大

石
化
基
地
の
一
つ
で
米
エ
ク
ソ
ン

モ
ー
ビ
ル
な
ど
が
進
出
を
計
画
す

る
恵
州
大
亜
湾
経
済
技
術
開
発
区

が
初
の
首
位
を
確
保
し
た
。
寧
波

石
化
経
済
技
術
開
発
区
（
浙
江
省
）

や
南
京
江
北
新
材
料
科
技
園
（
江

蘇
省
）
な
ど
が
続
く
。
３０
強
の
売

上
高
は
２
兆
５
５
０
０
億
元
と
石

油
・
化
学
産
業
全
体
の
２０
・
６

％
。
ト
ッ
プ
１０
の
み
で
１０
・
８
％

に
達
す
る
。
利
益
総
額
は
２
１
１

５
億
元
と
全
体
の
２５
・
２
％
だ
。

中
国
の
一
定
規
模
（
売
上
高
２

０
０
０
万
元
）
以
上
の
化
学
企
業

２
万
７
８
１
３
社
の
う
ち
、６
・
６

％
に
あ
た
る
１
８
２
８
社
が
３０
強

の
園
区
に
入
園
し
て
い
る
計
算
だ
。

中
国
に
お
い
て
環
境
規
制
や
危

険
化
学
品
の
取
り
扱
い
規
制
が
強

ま
っ
て
お
り
、
生
産
の
基
盤
た
る

化
学
園
区
の
存
立
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
政
府
は
一
定
の
環
境
、
安

全
基
準
を
満
た
さ
な
い
企
業
は
も

ち
ろ
ん
、
一
部
地
域
で
は
化
学
園

区
で
も
認
定
基
準
を
設
け
、
優
良

園
区
と
そ
れ
以
外
の
線
引
き
を
進

め
て
い
る
。

他
に
先
駆
け
て
園
区
の
認
定
制

度
を
設
け
た
の
が
、
中
国
の
「
化

学
大
省
」
で
あ
る
山
東
省
。
同
省

に
は
全
国
で
最
も
多
い
お
よ
そ
９

５
０
０
の
化
学
企
業
が
集
積
し
て

い
る
と
さ
れ
、
危
険
化
学
品
生
産

企
業
は
２
７
０
０
社
超
に
上
る
。

他
方
、
開
発
区
に
入
居
し
て
い
な

い
企
業
も
多
く
、
ず
さ
ん
な
生
産

管
理
に
よ
る
死
亡
事
故
も
後
を
絶

た
な
い
。

同
省
は
１７
年
６
月
に
起
き
た
化

学
品
の
事
故
な
ど
を
受
け
、「
化
工

産
業
安
全
生
産
モ
デ
ル
転
換
計

画
」
を
策
定
。
そ
の
後
、
化
学
基

地
の
優
劣
を
判
断
す
る
た
め
設
け

た
の
が
「
山
東
省
化
工
園
区
認
定

管
理
弁
法
」
だ
。
以
来
、
同
省
に

１
９
９
カ
所
と
さ
れ
る
化
学
園
区

・
基
地
の
評
価
を
進
め
、
昨
春
ま

で
に
８５
カ
所
を
基
準
達
成
園
区
と

定
め
た
。
８５
の
園
区
は
今
後
も
継

続
操
業
可
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

江
蘇
省
も
「
化
工
園
区
の
規
範

発
展
総
合
評
価
」
を
定
め
、
専
門

チ
ー
ム
に
よ
る
現
場
視
察
に
基
づ

い
て
省
内
園
区
の
評
価
を
進
め
て

き
た
。
さ
ら
に
、
１９
年
３
月
２１
日

の
塩
城
市
の
爆
発
事
故
を
受
け
、

「
化
学
産
業
安
全
環
境
保
護
整
理

・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
も
設

け
て
お
り
、
一
定
基
準
を
満
た
さ

な
い
企
業
や
園
区
は
淘
汰
す
る
と

の
政
策
指
針
を
示
し
て
い
る
。

１７
頁
か
ら
紹
介
す
る
化
学
園
区

は
化
学
園
区
３０
強
の
常
連
や
、
石

油
・
化
学
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
分
野
で
特
徴

の
あ
る
地
区
ば
か
り
。
い
ず
れ
も

日
系
企
業
と
の
関
係
が
深
く
、
引

き
続
き
、
日
本
企
業
と
の
連
携
強

化
を
期
待
し
て
い
る
。

成長のキーワード「安全」「グリーン」
進化し続ける化学園区

金山第二工業区はレンタル工場の完備で中小
企業誘致も積極化する

（１６）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



上
海
金
山
第
二
工
業
区
は
、
上
海

市
内
唯
一
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
化

学
園
区
。
２
０
０
２
年
の
設
立
以
来
、

産
業
の
高
度
化
、
安
全
・
環
境
シ
ス

テ
ム
の
強
化
・
拡
充
を
続
け
、
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
日

本
企
業
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
足

元
で
は
中
小
外
資
企
業
を
対
象
と
し

た
「
中
小
企
業
産
業
園
」「
炭
素
繊
維

複
合
材
料
基
地
」
な
ど
の
建
設
も
計

画
。
区
の
新
陳
代
謝
を
続
け
な
が
ら

引
き
続
き
、
中
国
の
化
学
産
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
く
。

上
海
金
山
第
二
工
業
区
は
、
０６
年

に
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に
承
認
さ

れ
た
省
級
工
業
園
区
。
計
画
面
積
は

１３
・
１９
平
方
�
�
で
、
主
に
「
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
産
業
園
（
新
材
料
と

省
エ
ネ
・
環
境
、
バ
イ
オ
医
薬
産

業
）」「
物
流
産
業
園
」「
た
い
ま
つ
創

新
創
業
園
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
）」

で
構
成
さ
れ
る
。
上
海
市
中
心
部
か

ら
車
で
１
時
間
、
中
国
・
７
大
石
化

基
地
の
一
つ
で
あ
る
上
海
化
学
工
業

区
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
や
上
海
石
化
に
隣

接
す
る
な
ど
恵
ま
れ
た
立
地
も
強
み

の
一
つ
だ
。
現
在
、
三
井
化
学
や
花

王
、
東
ソ
ー
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、
ハ
ン
ツ

マ
ン
な
ど
外
資
４０
社
を
は
じ
め
と
し

た
１
４
０
社
超
が
入
居
し
て
い
る
。

中
国
全
土
で
環
境
・
安
全
生
産
規

制
が
強
化
さ
れ
、
都
市
部
に
近
い
化

学
基
地
の
行
く
末
を
不
安
視
す
る
声

も
あ
る
が
、
国
家
や
上
海
市
の
産
業

計
画
に
よ
り
、
金
山
第
二
工
業
区
は

重
点
的
に
化
学
新
材
料
、
省
エ
ネ
・

環
境
、
バ
イ
オ
医
薬
を
発
展
し
な
が

ら
、
関
連
生
産
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ

ス
を
発
展
し
、「
化
学
産
業
の
発
展
に

貢
献
し
続
け
る
」（
金
山
第
二
工
業
区

発
展
有
限
公
司
の
孫
莉
軍
董
事
長
）。

持
続
的
発
展
の
た
め
、
フ
ァ
イ
ン

ケ
ミ
カ
ル
産
業
園
で
は
公
共
イ
ン
フ

ラ
、
排
水
処
理
場
、
天
然
ガ
ス
、
水

素
、
窒
素
、
ケ
ミ
カ
ル
原
料
、
固
形

廃
棄
物
処
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
完

備
す
る
。
区
内
に
安
全
環
境
セ
ン
タ

ー
も
設
け
、
排
気
な
ど
の
汚
染
レ
ベ

ル
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
も
構

築
ず
み
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
評

価
し
、
１９
年
に
は
上
海
市
で
唯
一
、

工
業
情
報
化
部
が
国
レ
ベ
ル
の
グ
リ

ー
ン
区
の
称
号
を
与
え
た
。

孫
董
事
長
は
今
後
�
汚
水
・
廃
棄

物
処
理
な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
施

設
の
強
化
�
入
居
企
業
の
安
全
管
理

能
力
の
向
上
�
企
業
へ
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
重
点
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
他
方
、
環
境
リ
ス
ク
が
高

い
企
業
や
安
全
管
理
能
力
の
低
い
企

業
は
淘
汰
し
て
い
く
方
針
。
優
良
企

業
の
招
致
を
積
極
化
し
、
新
規
企
業

に
は
生
産
や
日
常
の
運
営
ま
で
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。旧

式
設
備
や
安
全
・
環
境
レ
ベ
ル

の
低
い
企
業
を
淘
汰
し
、
空
い
た
敷

地
で
は
付
加
価
値
の
高
い
製
造
企
業

は
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
や

測
量
・
技
術
セ
ン
タ
ー
、
貿
易
会
社

な
ど
を
幅
広
く
誘
致
す
る
考
え
。
日

本
企
業
向
け
中
小
企
業
産
業
園
な
ど

の
構
想
も
あ
る
。
上
海
石
化
と
連
携

し
た
「
炭
素
繊
維
複
合
材
料
基
地
」

も
計
画
中
。

孫
董
事
長
は
「
金
山
は
引
き
続
き
、

中
国
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
産
業
の

モ
デ
ル
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
」
と
し
、
独
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
の
よ
う
な
世
界
一

流
基
地
へ
の
飛
躍
を
目
指
す
。

中
国
７
大
石
化
産
業
基
地
の
一
角

で
あ
る
恵
州
大
亜
湾
経
済
技
術
開
発

区
（
広
東
省
恵
州
市
）
は
今
、
中
国

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
化
学
産
業

基
地
の
一
つ
だ
。
米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー

ビ
ル
が
大
規
模
な
石
化
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
の
建
設
を
決
め
、
中
国
海
洋
石

油
（
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
・
シ
ェ
ル
の
合

弁
第
３
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上

が
る
な
ど
川
上
の
大
型
計
画
が
具
体

化
し
て
き
た
。
今
後
は
川
下
の
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
充
実
も
図
り
、
世

界
屈
指
の
化
学
基
地
の
構
築
を
目
指

す
。２

０
１
９
年
の
中
国
の
化
工
園
区

３０
強
に
お
い
て
、
恵
州
大
亜
湾
経
済

技
術
開
発
区
は
初
の
首
位
を
確
保
し

た
。
首
位
を
維
持
し
て
き
た
上
海
化

学
工
業
区
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
が
複
数
の

事
故
を
起
こ
し
た
た
め
、
参
加
を
自

粛
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
改
め
て
恵

州
の
実
力
を
内
外
に
示
し
た
格
好
と

な
っ
た
。

恵
州
大
亜
湾
は
現
在
、
中
海
油
が

２
２
０
０
万
�
の
原
油
処
理
能
力
を

有
し
、
シ
ェ
ル
と
合
弁
の
中
海
シ
ェ

ル
石
油
化
工
有
限
公
司
（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

が
２
２
０
万
�
の
エ
チ
レ
ン
生
産
設

備
を
擁
す
る
。
こ
う
し
た
川
上
設
備

を
基
に
、
川
下
設
備
と
し
て
は
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
の
メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー

ト
（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
や
Ｌ
Ｇ
化
学
の
ア
ク

リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ス

チ
レ
ン
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
樹
脂
、
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｆ
の
製
紙
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
バ
イ
ン

ダ
ー
や
塗
料
設
備
、
ク
ラ
リ
ア
ン
ト
、

李
長
栄
な
ど
が
進
出
し
て
い
る
。

中
国
の
７
大
石
化
基
地
に
認
定
さ

れ
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
石
化
基

地
の
構
築
を
目
指
す
同
区
は
３３
年
を

目
標
に
、
原
油
処
理
４
２
０
０
万
�
、

基
礎
原
料
の
エ
チ
レ
ン
生
産
能
力
を

７
６
０
万
�
へ
引
き
上
げ
、
川
下
の

誘
導
品
ま
で
の
大
規
模
産
業
チ
ェ
ー

ン
を
形
成
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。
石
化
産
業
の
生
産
額
は

６
０
０
０
億
元
（
約
９
兆
６
０
０
０

億
円
）
規
模
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
の
推
進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る

の
が
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
。
２３
年
の

稼
働
を
目
指
し
て
大
型
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
の
構
築
を
計
画
し
、
原
油
か
ら

直
接
化
学
品
を
生
産
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
採
用
。
年
産
１
２
０
万
�
の
エ
チ

レ
ン
製
造
設
備
を
は
じ
め
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
（
Ｐ
Ｐ
）、液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
の
受
け
入
れ
基
地
も
構
築
す
る
。

中
海
油
と
シ
ェ
ル
も
第
３
期
計
画
の

検
討
に
入
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
基
礎
原
料
を
ベ
ー
ス

に
、
誘
導
品
の
誘
致
も
積
極
化
す
る
。

同
区
で
は
第
１３
次
５
カ
年
計
画
（
１６

〜
２０
年
）
末
ま
で
に
川
下
産
業
に
２

５
０
億
元
（
約
４
０
０
０
億
円
）
超

を
投
資
す
る
方
針
。
引
き
続
き
、

Ｃ
２

、
Ｃ
３

チ
ェ
ー
ン
を
は
じ
め
、
高

純
度
テ
レ
フ
タ
ル
酸
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
や

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）、各
種
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
産
業
の
誘
致
を
進
め
、
産
業
チ
ェ

ー
ン
の
高
度
化
を
図
る
。

範
志
益
開
発
区
委
員
会
書
記
は

「
大
亜
湾
は
（
広
東
省
、
香
港
、
マ

カ
オ
を
一
体
で
捉
え
た
）
ビ
ッ
グ
ベ

イ
エ
リ
ア
構
想
と
も
相
ま
っ
て
市
場

と
し
て
の
魅
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
新
材
料
産
業
基
地
な
ど
も
設

け
、
多
く
の
日
本
企
業
に
も
入
居
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
る
。

南
京
江
北
新
材
料
科
技
園
は
中
国

石
油
・
化
学
工
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
）
が
選
定
す
る
化
学
工
業
団
地

ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ
プ
５
の
常
連
の

一
つ
だ
。
大
規
模
な
基
礎
化
学
品
の

製
造
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
同
園

は
今
、
新
素
材
や
ハ
イ
エ
ン
ド
製
品

の
製
造
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い

る
。
強
み
の
イ
ン
フ
ラ
や
豊
富
な
人

資
源
な
ど
を
生
か
し
、
目
指
す
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ジ
ュ
ロ
ン
島
の
よ
う

な
国
際
一
流
の
石
化
基
地
だ
。

南
京
に
お
け
る
化
学
産
業
の
歴
史

は
古
く
、
１
９
３
０
年
代
に
遡
る
。

改
革
開
放
以
降
も
順
調
に
発
展
し
、

主
要
製
品
の
生
産
規
模
は
全
国
２
位

と
南
京
最
大
の
産
業
へ
発
展
し
た
。

産
業
基
盤
を
よ
り
強
固
に
し
、
国
内

外
の
資
源
や
資
金
を
有
効
活
用
し
た

一
層
の
発
展
を
目
指
す
た
め
、
２
０

０
１
年
７
月
に
設
け
ら
れ
た
の
が
中

国
で
２
番
目
の
国
家
級
石
油
化
工
基

地
、
南
京
化
学
工
業
園
区
（
現
・
江

北
新
材
料
科
技
園
）
だ
っ
た
。

以
来
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
産
業
チ

ェ
ー
ン
の
構
築
は
中
長
期
的
視
点
に

立
っ
て
進
め
ら
れ
、
環
境
基
準
は
国

内
最
高
レ
ベ
ル
。
中
国
石
油
・
化
学

工
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
が
選

定
す
る
環
境
対
応
の
整
っ
た
化
学
園

区
を
対
象
と
し
た
１９
年
の
「
グ
リ
ー

ン
化
工
園
区
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
園
区
内
に
専

用
の
電
気
、
水
、
ガ
ス
、
ス
チ
ー
ム

供
給
設
備
や
排
水
処
理
設
備
を
持
つ

ほ
か
、
園
区
内
で
生
産
さ
れ
た
石
化

製
品
な
ど
を
供
給
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
物
流

面
で
は
万
�
級
の
船
舶
が
停
泊
で
き

る
専
用
埠
頭
、
専
用
鉄
道
線
、
園
区

に
沿
っ
て
延
び
る
高
速
道
路
、
ま
た

南
京
国
際
空
港
ま
で
５８
�
�
と
、
陸
、

海
、
空
の
あ
ら
ゆ
る
輸
送
に
対
応
し

て
い
る
。

人
材
の
確
保
で
も
優
位
性
を
誇

り
、
市
内
の
６０
校
以
上
の
大
学
で
７０

万
人
が
学
ん
で
い
る
。
す
で
に
２０
万

人
の
化
学
関
連
の
従
業
員
、
２
万
人

の
化
学
関
連
技
術
者
が
就
業
し
て
お

り
、
豊
富
な
人
材
が
産
業
を
下
支
え

し
て
い
る
。

現
在
は
�
Ｅ
Ｏ
／
Ｐ
Ｏ
�
酢
酸
�

芳
香
族
�
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�
ハ

イ
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
�
ゴ

ム
の
６
大
産
業
群
を
構
築
。
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
や
排
水
処
理
設
備
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
を
完
備
し
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
や

セ
ラ
ニ
ー
ズ
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン

ケ

ミ
カ
ル
、
リ
ン
デ
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
が
ひ
し
め
く
国
内
屈
指
の
化
学

産
業
基
地
へ
成
長
し
た
。

足
元
で
は
、
厳
格
化
す
る
安
全
・

環
境
規
制
に
あ
わ
せ
、
よ
り
一
層
の

ハ
イ
エ
ン
ド
産
業
シ
フ
ト
を
加
速
さ

せ
る
。
園
区
の
計
画
面
積
は
、
長
江

保
護
の
観
点
か
ら
３８
・
８
平
方
�
�

へ
と
１
割
強
縮
小
さ
せ
た
。
２２
年
ま

で
に
園
区
内
の
規
模
以
上
（
売
上
高

２
０
０
０
万
元
以
上
）
の
企
業
は
８０

社
以
内
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
針

で
、
企
業
の
再
編
や
合
併
も
進
め
て

い
く
考
え
。

同
園
の
卞
鐘
武
主
任
は
長
江
デ
ル

タ
の
一
体
化
発
展
計
画
に
あ
わ
せ
て

「
環
境
対
応
、
産
業
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
な
ど
で
幅
広
く
連
携
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

安
全
、
グ
リ
ー
ン
、
ハ
イ
エ
ン
ド
の

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
化
学
産
業
基
地
へ

の
飛
躍
を
図
る
。

中
国
海
洋
石
油
と
シ
ェ
ル
の
合
弁
基
地
。

Ｐ
Ｃ
の
新
技
術
な
ど
も
導
入
す
る
予
定

上海金山第二工業区

ファイン産業のモデルに

ジュロン級の国際拠点に

南京江北新材料科技園
卞
鐘
武
主
任

孫
莉
軍
董
事
長

世界トップの石化基地へ

環境評価システムやリスク管理制度が評価され、１９年の「グリーン化工園区」に

恵州大亜湾経済技術開発区

高付加価値型産業基地のモデルを目指す（ＢＡＳＦ）

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（１７）



中
国
石
油
・
化
学
工
業
連
合
会

（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
が
選
定
す
る
「
化

工
園
区
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
７
年
連
続

ト
ッ
プ
１０
入
り
を
果
た
す
な
ど
、
国

内
で
先
頭
に
立
つ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
基
地
と
し
て
知
ら
れ
る
江
蘇
省
泰

興
経
済
開
発
区
。
足
元
で
は
中
国
初

の
エ
タ
ン
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
立
ち
上
が

る
な
ど
園
区
の
「
高
品
質
で
持
続
的

な
発
展
」
と
、安
全
や
環
境
「
保
護
」

を
両
輪
に
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指

し
て
い
る
。
吉
勇
主
任
は
「
第
１４
次

５
カ
年
計
画
（
〜
２
０
２
５
年
）
末

ま
で
に
世
界
級
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
産
業
基
地
へ
と
飛
躍
し
た
い
」
と

意
欲
を
語
る
。

中
国
は
石
油
化
学
と
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
そ
れ
ぞ
れ
１０
カ
所
、
計
２０
カ

所
の
世
界
級
園
区
を
形
成
す
る
計
画

を
持
つ
。
そ
の
な
か
で
、
フ
ァ
イ
ン

ケ
ミ
カ
ル
の
筆
頭
が
泰
興
経
済
開
発

区
だ
。

同
区
は
１
９
９
１
年
の
設
立
で
、

化
学
園
区
の
計
画
面
積
は
２５
・
７
平

方
�
�
。
一
つ
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
基
地
の
下
で
「
新
材
料
」
と
「
健

康
美
麗
」
の
２
つ
の
発
展
を
目
指
す

と
い
う
「
１
＋
２
＋
Ｘ
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
下
、「
ク
ロ
ー
ル
・
ア
ル
カ

リ
」
や「
オ
レ
フ
ィ
ン
」「
新
材
料
」「
医

薬
」「
日
用
化
学
品
」
産
業
群
を
形
成

し
て
い
る
。
現
在
は
、
ア
ク
ゾ
ノ
ー

ベ
ル
や
ア
ル
ケ
マ
、
Ｓ
Ｎ
Ｆ
、
ソ
ル

ベ
イ
な
ど
が
拠
点
を
構
え
、
日
本
勢

で
は
森
田
化
学
工
業
や
三
菱
ガ
ス
化

学
も
進
出
し
て
い
る
。

同
区
で
昨
今
を
話
題
を
集
め
る
の

が
中
国
初
の
エ
タ
ン
ク
ラ
ッ
カ
ー
を

１９
年
に
立
ち
上
げ
た
Ｓ
Ｐ
ケ
ミ
カ
ル

ズ
だ
。「
１
１
０
万
�
の
軽
質
オ
レ
フ

ィ
ン
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

し
、
エ
タ
ン
や
プ
ロ
パ
ン
を
起
点
に

エ
チ
レ
ン
７８
万
�
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
１５

万
�
な
ど
を
製
造
。
同
社
は
現
在
、

プ
ロ
パ
ン
脱
水
素
（
Ｐ
Ｄ
Ｈ
）
の
建

設
計
画
も
掲
げ
る
な
ど
、
園
区
内
の

企
業
を
基
礎
原
料
か
ら
支
え
て
い

く
。新

材
料
分
野
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
か

ら
中
国
初
と
な
る
「
日
中
新
材
料
協

力
産
業
園
」
の
認
定
が
下
さ
れ
た
の

も
特
徴
だ
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
が
集
積
す
る
同
区
は
、

日
中
協
力
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
方
針
。
吉

主
任
は
「
高
付
加
価
値
の
製
品
を
手

が
け
る
日
本
企
業
の
中
国
進
出
の
手

助
け
を
し
た
い
」
と
語
る
。

産
業
発
展
を
進
め
る
一
方
、
日
系

企
業
な
ど
外
資
が
安
心
し
て
操
業
で

き
る
体
制
作
り
も
万
全
だ
。
�
応
急

設
備
や
消
防
、
化
学
品
専
用
の
駐
車

場
な
ど
の
安
全
保
障
�
汚
水
、
廃
気
、

固
体
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
を
充
実

さ
せ
た
環
境
対
応
を
は
じ
め
、
�
循

環
経
済
モ
デ
ル
基
地
と
し
て
産
業
チ

ェ
ー
ン
の
関
連
度
を
足
下
の
６６
％
か

ら
今
後
８０
％
ま
で
引
き
上
げ
る
構
想

も
持
つ
。
�
充
実
し
た
港
湾
・
物
流

設
備
も
自
慢
だ
。

同
区
は
長
江
沿
い
お
よ
そ
１２
�
�

の
敷
地
を
緑
化
し
て
公
園
を
つ
く
る

な
ど
、
生
態
環
境
の
保
護
に
も
配
慮

し
て
い
る
。
吉
主
任
は
「
泰
興
に
は

安
全
、
環
境
、
生
態
、
循
環
の
機
能

が
整
い
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
も
配
慮
し
て
い

る
。
企
業
が
安
心
し
て
投
資
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
あ
り
、『
発
展
』
と
『
保

護
』
の
双
方
で
、
入
居
企
業
の
競
争

力
向
上
に
貢
献
し
た
い
」
と
語
る
。

仏
山
市
南
海
区
は
日
系
企
業
の
誘

致
に
力
を
入
れ
る
。
仏
山
市
は
日
本

の
３
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
（
ト
ヨ
タ

・
ホ
ン
ダ
・
日
産
）
が
拠
点
を
置
く

広
州
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
製
造
業

が
盛
ん
。
２
０
１
８
年
の
工
業
生
産

高
は
２
億
３
０
０
０
万
元
に
の
ぼ

る
。
高
品
質
サ
ー
ビ
ス
業
と
ハ
イ
テ

ク
製
造
業
か
ら
な
る
「
二
高
」、新
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
・
新
素
材
産
業
・
新

世
代
電
子
情
報
産
業
・
新
型
バ
イ
オ

製
薬
産
業
か
ら
な
る
「
四
新
」
に
注

力
す
る
な
か
、
日
本
企
業
の
誘
致
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

南
海
区
に
は
多
く
の
外
資
が
進
出

し
て
い
る
。
日
系
企
業
の
存
在
が
大

き
く
、
進
出
企
業
数
は
１
１
５
社
と

最
多
。
ホ
ン
ダ
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
工
場
に
加
え
、
デ
ン
ソ
ー
な
ど

各
種
自
動
車
機
器
・
部
品
メ
ー
カ
ー

が
集
積
し
て
い
る
。

自
動
車
関
連
以
外
に
も
素
材
、
金

型
、
食
料
品
、
教
育
な
ど
多
方
面
に

わ
た
る
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い

る
。
代
表
的
な
企
業
と
し
て
、
東
芝

や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
電
機
メ
ー

カ
ー
、
東
レ
や
旭
化
成
な
ど
の
素
材

メ
ー
カ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
系
以

外
で
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
な
ど

の
大
手
企
業
が
拠
点
を
置
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
製
造
業
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
人
材
が
確
保
し
や
す
い
。

ま
た
、
広
州
市
に
比
べ
る
と
人
件
費

を
抑
え
ら
れ
る
の
も
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
政
府
は
広
州

市
と
仏
山
市
を
一
つ
と
し
て
捉
え
る

広
仏
一
体
化
戦
略
を
推
進
し
て
お

り
、
交
通
や
経
済
面
で
の
利
便
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

現
在
は
製
造
業
の
比
率
が
高
い

が
、
今
後
は
ハ
イ
テ
ク
製
造
業
と
高

品
質
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
な
る
「
二
高

四
新
」
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
る
。

「
二
高
」
で
は
ハ
イ
テ
ク
製
造
業
を

育
成
し
て
い
る
。１９
年
７
月
に
は
「
ス

マ
ー
ト
製
造
・
省
エ
ネ
・
環
境
産
業

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
中
日
も
の
づ
く
り

商
談
会
」
を
開
催
し
た
。
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
ス
マ
ー
ト
製

造
に
か
か
わ
る
約
２
０
０
社
が
出

展
、
約
２
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

「
四
新
」
で
は
、
水
素
を
動
力
源

に
用
い
る
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
普
及
に
注
力
し
て
い
る
。
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
て
お
り
、
す

で
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
バ
ス
や
物
流
車
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
水
素
関
連
企
業
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
用
意
し
て
い

る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
関
心
を
持
つ
日
本
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
銀
行
、
官
公
庁

な
ど
が
度
々
、
南
海
区
を
訪
れ
て
い

る
。南

海
区
に
進
出
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
厚
さ
も
挙
げ
ら

れ
る
。
会
社
設
立
か
ら
不
動
産
の
手

続
き
、
人
材
の
募
集
ま
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

日
本
語
人
材
を
豊
富
に
抱
え
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
る
こ
と

が
で
き
る
。
忘
年
会
や
新
年
会
、
中

秋
節
懇
親
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど

を
定
期
的
に
開
催
し
、
日
系
企
業
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
ト
ッ
プ
を
務
め
る
仏

山
市
南
海
区
経
済
促
進
局
の
伍
慧
英

局
長
は
約
１５
年
間
に
わ
た
り
日
系
企

業
の
誘
致
に
注
力
し
て
き
た
。「
今
後

も
日
系
企
業
の
誘
致
を
重
視
し
て
い

る
」
と
語
り
、
進
出
企
業
へ
の
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
日
本
で

の
説
明
会
開
催
、
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
る
考
え
。

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
や
ク
ラ
リ
ア
ン
ト
、
日

本
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
、
帝
国
イ
ン
キ
な

ど
、
近
年
、
外
資
系
企
業
の
誘
致
を

相
次
ぎ
獲
得
し
て
い
る
の
が
独
山
港

経
済
開
発
区
（
浙
江
省
平
湖
市
）
だ
。

上
海
中
心
部
か
ら
車
で
約
１
時
間
と

恵
ま
れ
た
立
地
や
、
上
海
化
学
工
業

区
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
と
隣
接
す
る
な
ど

イ
ン
フ
ラ
に
も
優
れ
、
昨
今
、
そ
の

存
在
感
を
高
め
て
い
る
開
発
区
の
一

つ
だ
。

浙
江
省
東
北
部
、
杭
州
湾
に
臨
む

平
湖
市
独
山
港
。
九
龍
山
を
有
し
、

河
川
に
も
恵
ま
れ
、
古
く
は
「
シ
ル

ク
の
産
地
、
魚
と
米
の
里
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
地
だ
。

独
山
港
経
済
開
発
区
は
２
０
０
９

年
、
３
つ
の
鎮
（
町
）
を
統
合
す
る

形
で
設
立
さ
れ
た
開
発
区
。
１４
年
に

省
級
経
済
開
発
区
と
し
て
正
式
に
承

認
さ
れ
た
。
規
模
以
上
（
売
上
高
２

０
０
０
万
元
以
上
）
の
工
業
企
業
数

は
１
２
９
社
。
１８
年
の
規
模
以
上
工

業
生
産
額
は
２
７
７
億
２
０
０
０
万

元
で
、
２１
年
ま
で
に
５
０
０
億
元
を

突
破
す
る
見
通
し
だ
。

独
山
港
の
強
み
を
象
徴
す
る
言
葉

が
、「
２
つ
の
海
」。一
つ
目
の
海
は

「
上
海
」
で
、
大
都
市
圏
や
経
済
圏

に
囲
ま
れ
た
そ
の
立
地
だ
。
同
区
は

長
江
デ
ル
タ
の
中
心
部
に
位
置
し
、

上
海
、
寧
波
、
蘇
州
の
各
都
市
ま
で

車
で
１
時
間
程
度
の
距
離
に
あ
る
。

も
う
一
つ
は
文
字
通
り
の
海
で
、

上
海
と
杭
州
湾
に
ま
た
が
る
深
水
港

の
独
山
港
だ
。
１４
年
に
国
家
一
級
の

開
港
口
に
指
定
さ
れ
、
同
区
の
海
外

線
は
１２
・
６
�
�
に
及
ぶ
。
現
在
は

石
油
化
学
品
埠
頭
や
コ
ン
テ
ナ
埠
頭

な
ど
１３
の
埠
頭
が
設
け
ら
れ
、
埠
頭

は
４３
カ
所
ま
で
拡
大
す
る
構
想
を
持

つ
。同

区
は
�
新
材
料
�
現
代
物
流
�

装
置
製
造
の
３
大
産
業
セ
ク
タ
ー
を

重
点
に
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

新
材
料
産
業
群
で
は
Ｃ
３

、
Ｃ
４

産

業
チ
ェ
ー
ン
や
電
子
化
学
品
、
生
物

医
薬
、
高
機
能
塗
料
、
ハ
イ
エ
ン
ド

表
面
活
性
剤
、
触
媒
な
ど
多
様
な
事

業
が
発
展
し
て
い
る
。
浙
江
衛
星
石

化
は
Ｃ
３

チ
ェ
ー
ン
を
拡
大
し
、
新

鳳
鳴
集
団
（
浙
江
省
）
も
高
純
度
テ

レ
フ
タ
ル
酸
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
大
規
模

投
資
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
数
年
で

も
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
や
オ
ル
ネ
ク
ス
、
日

本
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
、
大
日
本
塗
料
な

ど
が
相
次
ぎ
入
居
を
決
め
る
な
ど
発

展
著
し
い
分
野
だ
。

ハ
イ
エ
ン
ド
装
置
製
造
群
で
は
自

動
車
部
品
や
医
療
機
械
、
ス
マ
ー
ト

設
備
な
ど
が
集
積
し
て
お
り
、
上
海

国
際
医
学
園
と
協
力
し
て
「
平
湖
国

際
医
学
産
業
園
」
も
創
立
し
た
。
今

後
は
ハ
イ
エ
ン
ド
診
断
設
備
の
製
造

な
ど
に
注
力
し
て
い
く
。
港
を
利
用

し
た
物
流
も
同
区
を
代
表
す
る
産
業

で
あ
り
、
国
際
物
流
を
は
じ
め
、
昨

今
は
越
境
Ｅ
Ｃ
な
ど
も
発
展
し
て
い

る
。傅

志
堅
副
主
任
は
今
後
、
新
材
料

や
バ
イ
オ
医
薬
、
塗
料
、
食
品
添
加

剤
な
ど
の
企
業
を
幅
広
く
誘
致
し
て

い
き
た
い
考
え
。
世
界
ト
ッ
プ
５
０

０
企
業
の
誘
致
を
歓
迎
し
、
有
名
企

業
の
地
域
本
部
や
研
究
開
発
（
Ｒ
＆

Ｄ
）
セ
ン
タ
ー
の
設
立
も
期
待
す
る
。

「
イ
ン
フ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
と

と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
、
安

全
で
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
特
色

あ
る
園
区
を
築
い
て
い
き
た
い
」
考

え
だ
。

ＳＰケミカルズの中国初のエタンクラッカー

浙江衛星石化のＰＤＨ第２期。豊富な基礎原料も強みに

仏山市南海区

「二高四新」の日系誘致

伍
慧
英
局
長

吉
勇
主
任

傅
志
堅
副
主
任

南海区には多くの日系企業が進出しており、企業数は１１５社と外資系で最多（南海日本中小企業園）

発展と保護で競争力向上

強みの源泉は「２つの海」

江蘇省泰興経済開発区

独山港経済開発区

（１８）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



ア
ク
ゾ
ノ
ー
ベ
ル
や
ラ
ン
ク
セ

ス
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
、
新
陽
集
団
、
華
潤
化

学
材
料
な
ど
国
内
外
有
数
の
化
学
メ

ー
カ
ー
が
集
積
す
る
常
州
濱
江
経
済

開
発
区
（
江
蘇
省
常
州
市
）。同
省
で

安
全
・
環
境
規
制
が
強
ま
る
な
か
、

既
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
モ
デ
ル
転

換
」
と
新
規
投
資
に
対
す
る
「
グ
リ

ー
ン
発
展
」
の
両
輪
で
持
続
的
な
成

長
を
目
指
し
て
い
る
。
同
区
は
中
国

化
工
園
区
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
２０

の
常
連
。
今
後
は
高
性
能
炭
素
繊
維

・
複
合
材
料
、
新
医
薬
、
ハ
イ
エ
ン

ド
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
事
業
群
を
育

成
し
、
早
期
の
ト
ッ
プ
１０
入
り
を
目

指
す
。

中
国
有
数
の
化
学
基
地
と
し
て
知

ら
れ
る
常
州
濱
江
経
済
開
発
区
は
２

０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
常
州
唯
一

の
省
級
化
工
園
区
。
産
業
区
面
積
は

３４
・
５
平
方
�
�
で
、「
新
材
料
」「
装

備
製
造
」「
港
湾
物
流
」
の
３
大
産
業

を
軸
に
成
長
し
、
１９
年
の
中
国
化
工

園
区
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
１３
位
を
獲
得

し
た
。
こ
れ
ま
で
２
０
０
０
社
以
上

の
企
業
が
進
出
し
、
ア
ク
ゾ
ノ
ー
ベ

ル
や
ラ
ン
ク
セ
ス
、
ア
シ
ュ
ラ
ン
ド

や
ジ
ボ
ダ
ン
、
ノ
ベ
リ
ス
、
リ
ン
デ

な
ど
外
資
を
は
じ
め
、
華
潤
集
団
や

東
風
汽
車
、
国
家
電
網
な
ど
の
中
央

企
業
も
名
を
連
ね
る
。

さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
、
開
発
区

管
委
会
の
趙
文
君
副
主
任
が
掲
げ
る

の
が
「
モ
デ
ル
転
換
」
と
「
グ
リ
ー

ン
」
の
２
本
柱
。
安
全
・
環
境
規
制

が
厳
格
化
さ
れ
る
な
か
、
既
存
企
業

に
対
し
て
は
市
場
の
成
長
性
や
技
術

が
劣
位
に
あ
っ
た
り
、
重
汚
染
を
排

出
す
る
企
業
は
改
造
、
撤
退
さ
せ
る
。

一
般
企
業
に
対
し
て
も
、
安
全
、
環

境
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
、
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
、
省
エ
ネ
・
生
産
効
率
の
向

上
を
促
す
。
対
応
に
苦
慮
す
る
企
業

は
合
併
・
再
編
さ
せ
る
方
針
だ
。

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は

「
グ
リ
ー
ン
発
展
」
の
方
針
の
下
、

誘
致
の
段
階
か
ら
厳
し
い
条
件
を
設

け
る
。
具
体
的
に
は
�
産
業
政
策
と

の
整
合
性
�
技
術
・
設
備
の
先
進
性

�
安
全
・
環
境
�
資
源
の
利
用
、
省

エ
ネ
、
排
出
�
経
済
性
�
持
続
可
能

性
�
の
基
準
か
ら
優
れ
た
企
業
の
み

を
誘
致
す
る
。

モ
デ
ル
転
換
と
グ
リ
ー
ン
発
展
を

実
践
す
る
た
め
、
独
自
の
安
全
生
産

管
理
体
系
の
構
築
が
進
む
。
１７
年
に

開
始
し
た
「
ガ
ー
デ
ン
式
化
学
工
場
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の
一
つ
。
先
進

的
な
設
備
、
安
全
管
理
の
徹
底
に
加

え
、
緑
化
の
推
進
な
ど
見
た
目
に
も

綺
麗
な
工
場
を
目
指
す
取
り
組
み

だ
。
安
全
監
督
管
理
を
一
元
化
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
構
築
し
、
２４

時
間
オ
ン
ラ
イ
ン
で
工
場
の
稼
働
状

況
や
異
常
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る

体
制
も
万
全
だ
。
生
態
環
境
部
の
モ

デ
ル
試
験
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。新

材
料
は
区
の
基
幹
産
業
で
あ

り
、
ラ
ン
ク
セ
ス
の
エ
チ
レ
ン
プ
ロ

ピ
レ
ン
ゴ
ム
（
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）
や
華
潤

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）、不
飽
和
樹
脂
、
無
水
マ

レ
イ
ン
酸
な
ど
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
生
産
能
力
を
誇
る
。
足
下
で
は
中

簡
科
技
の
炭
素
繊
維
を
起
点
と
し
た

炭
素
繊
維
・
複
合
材
料
チ
ェ
ー
ン
も

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
�
高

機
能
繊
維
・
複
合
材
料
�
新
医
薬
�

高
機
能
塗
料
�
ハ
イ
エ
ン
ド
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
な
ど
の
産
業
群
の
発
展

も
目
指
す
。

上
海
杭
州
湾
経
済
技
術
開
発
区

（
上
海
化
学
工
業
区
奉
賢
分
区
）
は
、

化
学
品
の
新
規
投
資
や
工
場
増
設
が

行
え
る
数
少
な
い
開
発
区
と
し
て
上

海
市
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
。
化

学
産
業
に
対
す
る
規
制
が
強
ま
る
昨

今
、
上
海
エ
リ
ア
に
お
け
る
同
開
発

区
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
上
海

化
学
工
業
区
お
よ
び
上
海
石
化
と
一

体
的
な
運
営
も
強
み
と
な
っ
て
い

て
、
上
海
化
学
工
業
区
の
重
要
な
一

部
で
も
あ
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
フ

ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
で
堅
調
さ
を
保
ち

な
が
ら
、
新
材
料
、
バ
イ
オ
医
薬
、

ス
マ
ー
ト
製
造
な
ど
新
規
分
野
の
誘

致
・
育
成
に
注
力
し
て
い
る
。

同
開
発
区
は
、
西
部
と
東
部
に
大

別
さ
れ
る
。
西
部
は
上
海
化
学
工
業

区
奉
賢
分
区
、
上
海
市
新
材
料
産
業

基
地
、東
方
美
谷
大
学
城
創
業
園
（
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
バ
レ
ー
）
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
。
東
部
地
区
に
は
上
海
自
由

貿
易
区
星
火
開
発
区
が
あ
る
。

奉
賢
分
区
の
２
０
１
８
年
の
生
産

高
は
３
１
２
億
元
、
税
収
は
３５
億
元
。

１９
年
は
４０
億
元
と
な
る
見
込
み
。
フ

ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
に
加
え
、
新
材
料
、

バ
イ
オ
医
薬
、
ス
マ
ー
ト
製
造
関
連

企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

一
方
、
東
部
の
星
火
開
発
区
は
上

海
自
由
貿
易
試
験
区
に
所
属
し
て
お

り
、
自
由
貿
易
区
の
独
有
の
産
業
優

遇
策
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ

イ
オ
医
薬
、
航
空
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）、集
積
回
路
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
い
る
。

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
大
手
の
米

テ
ス
ラ
が
上
海
工
場
を
建
設
す
る
の

に
合
わ
せ
、
自
動
車
、
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
関
連
企
業

の
誘
致
に
も
注
力
し
て
い
る
。
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
企
業
も
集
め
、
ス
マ
ー
ト

製
造
の
産
業
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
さ
せ

る
。日

本
や
米
国
、
欧
州
な
ど
先
端
の

外
資
系
企
業
の
誘
致
に
注
力
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
進
出
し
た
企
業
は
新

材
料
分
野
で
は
康
達
新
材
、
ケ
マ
ー

ズ
な
ど
、
バ
イ
オ
医
薬
分
野
で
は
凱

恵
薬
業
、
Ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｏ

Ｐ
ｈ
ａ
ｒ

ｍ
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
、
中
西
三
維
薬
業
な
ど
、

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ｒ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
な
ど
が
あ
る
。

日
系
で
は
大
日
精
化
、
藤
倉
化
成
、

日
本
臓
器
製
薬
、
ニ
チ
レ
キ
、
理
研

香
料
、
チ
ョ
ー
ヤ
梅
酒
な
ど
が
進
出

し
て
い
る
。

進
出
企
業
へ
の
き
め
細
や
か
な
サ

ー
ビ
ス
も
強
み
。
外
資
の
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
最
適
な
土
地
の

選
出
と
当
局
へ
の
審
査
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
危
険
化
学
品
経
営

許
可
証
の
申
請
を
含
む
各
種
手
続
き

の
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
環
境
・
安
全
に
も
配
慮
し
て
お

り
、
４
０
０
０
万
元
を
投
じ
て
ス
マ

ー
ト
園
区
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
て
い
る
。
各
工
場
の
安
全
状

況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
可
能
に
な
っ
た
。

２２
年
ま
で
に
生
産
高
５
０
０
億

元
、
税
収
１
０
０
億
元
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
稼
ぎ
頭
の
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
成
長
を
維
持
し
な

が
ら
、
新
材
料
や
バ
イ
オ
医
薬
、
化

粧
品
・
日
用
品
、
ス
マ
ー
ト
製
造
な

ど
の
誘
致
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、

金
融
や
人
材
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
に

も
注
力
す
る
こ
と
で
、
開
発
区
と
し

て
の
総
合
的
な
発
展
を
図
り
、
さ
ら

な
る
成
長
に
つ
な
げ
る
。

東
営
経
済
技
術
開
発
区
は
山
東
省

東
営
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
面
積

は
７
２
１
平
方
�
�
、
お
よ
そ
３６
・

７
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
。
全
国
に

２
１
９
あ
る
国
家
級
開
発
区
の
う
ち

商
務
部
の
統
合
評
価
で
第
６５
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
、
山
東
省
の
１５
カ
所
の

国
家
級
経
済
開
発
区
に
お
い
て
は
第

３
位
だ
。
区
内
の
省
級
化
工
園
区
の

面
積
は
５
・
２８
平
方
�
�
で
、
入
園

企
業
は
２０
社
、
そ
の
中
で
化
工
生
産

企
業
は
１３
社
、
ク
ロ
ー
ル
・
ア
ル
カ

リ
産
業
な
ど
の
主
要
な
産
業
チ
ェ
ー

ン
を
形
成
し
て
い
る
。

同
区
に
は
発
展
の
た
め
の
優
れ
た

産
業
基
盤
が
あ
る
。
空
港
や
港
を
は

じ
め
、
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
、
陸
海
空
の
交
通

の
要
衝
に
あ
る
。
海
洋
や
土
地
、
淡

水
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
岩
塩
、
地

熱
な
ど
の
自
然
資
源
も
豊
富
だ
。

こ
う
し
た
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
開
発

区
に
は
新
材
料
や
ハ
イ
エ
ン
ド
設
備

製
造
が
集
積
し
、
航
空
・
宇
宙
や
次

世
代
情
報
通
信
、
現
代
海
洋
産
業
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
育
っ
て
き
て
い

る
。新

材
料
産
業
で
は
、
電
子
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
、
触
媒
産
業
、
構
造
部
品
な

ど
の
先
端
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
や
、
炭

素
繊
維
の
掘
削
材
料
、
自
動
車
の
軽

量
化
部
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
高
機
能

繊
維
や
複
合
材
料
が
発
展
し
て
き
て

い
る
。
同
時
に
、
基
礎
銅
材
料
や
ク

ロ
ー
ル
・
ア
ル
カ
リ
産
業
も
発
展

し
、各
種
の
産
業
チ
ェ
ー
ン
を
確
立
。

具
体
的
な
新
材
料
で
は
、
チ
タ
ン

酸
バ
リ
ウ
ム
粉
末
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ

ン
デ
ン
サ
粉
体
、
電
子
ペ
ー
ス
ト
、

炭
素
繊
維
サ
ッ
カ
ー
ロ
ッ
ド
、
鋳
造

製
品
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
、
活
性
炭
、
自

動
車
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
、
発
電
脱
硝

触
媒
、
ポ
リ
イ
ミ
ド
フ
ィ
ル
ム
、
二

軸
延
伸
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム

（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
な
ど
を
揃
え
る
。

ク
ロ
ア
リ
産
業
で
は
、
イ
オ
ン
交
換

膜
法
カ
性
ソ
ー
ダ
、
過
酸
化
水
素
、

塩
化
メ
タ
ン
、
ア
ニ
リ
ン
な
ど
の
製

品
も
充
実
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
医
薬
産
業
で
は
、
計
画
面

積
１
０
０
万
平
方
�
の
バ
イ
オ
医
薬

産
業
園
を
計
画
し
、
バ
イ
オ
製
薬
、

化
学
創
新
薬
、
薬
用
補
助
剤
、
医
療

機
械
、
保
険
品
・
機
能
性
食
品
な
ど

の
研
究
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
す

で
に
東
営
力
達
医
薬
有
限
公
司
、
山

東
迪
星
薬
用
輔
料
有
限
公
司
、
山
東

亦
度
生
物
技
術
有
限
公
司
、
東
営
仏

思
特
生
物
技
術
有
限
公
司
な
ど
が
入

居
し
て
い
る
。

東
営
は
国
連
の
公
布
し
た
世
界
１８

の
湿
地
都
市
の
一
つ
で
も
あ
る
。
都

市
に
は
人
工
湖
と
水
系
が
入
り
交
じ

り
、
良
好
な
自
然
や
社
会
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
安
川
電
機
、
田
島
金

属
工
業
や
朝
日
理
化
な
ど
日
本
の
独

資
企
業
、
横
浜
ゴ
ム
や
三
協
化
成
な

ど
の
合
弁
会
社
も
入
居
し
て
い
る
。

東
営
経
済
技
術
開
発
区
は
日
本
の

独
資
企
業
に
対
し
て
優
遇
政
策
を
用

意
し
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
い

な
ど
、
日
本
人
が
快
適
な
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
あ

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し

て
い
る
。
今
後
は
日
本
の
新
材
料
や

ハ
イ
エ
ン
ド
設
備
、
バ
イ
オ
医
薬
、

次
世
代
情
報
通
信
、
現
代
海
洋
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
と
の
深
い
連
携
を
模
索

し
て
い
く
。

環境評価システムやリスク管理制度が評価され、１９年の「グリーン化工園区」に

独自の安全生産管理体系の構築も進む（開発区本部）

上海杭州湾経済技術開発区
（上海化学工業区奉賢分区）

新材料・バイオなども育成

蒋
一
青
董
事
長

趙
文
君
副
主
任

開発区に拠点を構える大日精化の工場外観

構造転換とグリーン両輪

優れた産業基盤を強みに

常州濱江経済開発区

東営経済技術開発区

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（１９）



陝
西
省
北
部
の
楡
林
市
は
今
、
中

国
屈
指
の
石
炭
化
学
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
舞
台
と

な
る
の
は
市
東
部
の
楡
林
経
済
技
術

開
発
区
（
楡
神
工
業
区
）。発
電
大
手
、

国
家
能
源
グ
ル
ー
プ
の
神
華
集
団
や

延
長
石
油
な
ど
大
手
４
社
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
積
み
上
が
っ
た

予
定
投
資
総
額
は
５
０
０
０
億
元

（
約
８
兆
円
）
超
。
２
０
２
５
年
ま

で
に
石
炭
由
来
の
オ
レ
フ
ィ
ン
や
芳

香
族
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
Ｅ

Ｇ
）
な
ど
５
つ
の
５
０
０
万
�
製
品

群
を
形
成
し
、
生
産
額
２
０
０
０
億

元
（
約
３
兆
２
０
０
０
億
円
）
規
模

の
一
大
石
炭
化
学
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
を
目
指
す
。

楡
神
工
業
区
は
寧
東
（
寧
夏
回
族

自
治
区
）、準
東
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
）、オ
ル
ド
ス
（
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
）
と
並
び
、
国
が
１７
年
３
月
に

認
定
し
た
「
４
大
現
代
石
炭
化
学
産

業
モ
デ
ル
区
」
の
一
つ
だ
。

同
区
の
前
身
は
１
９
９
４
年
に
設

立
さ
れ
た
神
府
経
済
開
発
区
。
０３
年

に
初
の
石
炭
化
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
２０
万
�
の
石
炭
ベ
ー
ス
の
メ
タ

ノ
ー
ル
を
完
工
し
た
。
１０
年
３
月
に

楡
神
工
業
園
の
中
核
地
で
あ
る
清
水

工
業
園
の
開
発
を
開
始
し
、
１３
年
に

国
家
級
経
済
技
術
開
発
区
と
し
て
承

認
さ
れ
た
。
１５
年
に
現
在
の
楡
林
経

済
技
術
開
発
区
に
改
称
し
た
。
同
区

の
孫
守
洋
主
任
は
「
４
大
石
炭
化
学

基
地
の
な
か
で
も
計
画
規
模
や
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
で
は
楡
林
が
上
だ
」
と
胸

を
張
る
。

同
区
の
石
炭
化
学
基
地
構
想
は
計

画
面
積
１
１
０
８
平
方
�
�
、
投
資

予
定
総
額
８
兆
円
規
模
と
世
界
最
大

級
だ
。
埋
蔵
量
３
０
０
億
�
の
石
炭

や
１
０
０
０
億
�
の
岩
塩
な
ど
同
地

の
豊
富
な
土
地
資
源
を
活
用
す
る
も

の
で
、
と
く
に
楡
林
の
石
炭
は
硫
黄

含
有
量
が
０
・
５
％
未
満
、
発
熱
量

も
６
２
０
０
�
と
高
く
、「
世
界
で
最

も
石
炭
化
学
に
適
し
て
い
る
」（
同
）。

今
後
の
計
画
で
は
、
ま
ず
２５
年
ま

で
に
完
成
投
資
２
０
０
０
億
元
を
想

定
し
、
�
オ
レ
フ
ィ
ン
�
芳
香
族
�

Ｅ
Ｇ
�
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
�
燃
料

油
�
の
５
つ
の
５
０
０
万
�
事
業
群

を
形
成
す
る
。
原
料
炭
の
転
換
量
は

１
億
�
が
目
標
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軸
と
な
る
の
は

神
華
集
団
、
陝
西
煤
化
、
延
長
石
油
、

楡
林
能
源
集
団
の
４
大
企
業
。
先
行

す
る
の
が
神
華
集
団
で
、
１５
年
末
、

中
国
科
学
院
な
ど
に
よ
る
国
産
技
術

「
Ｄ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
」
を
採
用
し
た
１
８
０

万
�
の
Ｍ
Ｔ
Ｏ
と
オ
レ
フ
ィ
ン
分
留

装
置
、
各
３０
万
�
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｅ
）、ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）

の
生
産
を
開
始
し
た
。

神
華
は
既
存
の
Ｍ
Ｔ
Ｏ
の
原
料
と

す
べ
く
今
後
、
石
炭
由
来
の
１
８
０

万
�
の
メ
タ
ノ
ー
ル
や
４０
万
�
の
Ｍ

Ｅ
Ｇ
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。
ま
た
、

同
区
最
大
規
模
の
１
０
２
２
億
元

（
約
１
兆
６
３
０
０
億
円
）
の
投
資

を
計
画
す
る
の
が
陝
西
煤
化
で
、
現

在

は
１
８
０
万
�
の
Ｅ
Ｇ
を

建

設

中
。
他
社
も
建
設
計
画
を
続
々
と
具

体
化
さ
せ
て
い
る
。

孫
守
洋
主
任
は
生
産
規
模
の
拡
大

に
あ
わ
せ
て
、
環
境
対
応
の
強
化
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
余
念
が
な
い
。

同
区
の
足
元
の
水
資
源
は
２
・
２
億

�
だ
が
、
今
後
は
黄
河
か
ら
も
水
を

引
き
込
む
こ
と
で
６
億
�
規
模
に
引

き
上
げ
る
。

常
州
西
太
湖
科
技
産
業
園
は
江
蘇

省
常
州
市
の
西
南
部
に
位
置
す
る
。

同
区
が
国
際
的
な
医
療
機
械
や
バ
イ

オ
製
薬
な
ど
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
集

積
地
と
位
置
づ
け
る
の
が
常
州
国
家

医
療
器
械
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

園
。
２
０
３
０
年
を
見
据
え
て
作
成

し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
医
療
機
械

や
バ
イ
オ
医
薬
な
ど
の
製
造
業
、
展

示
・
貿
易
か
ら
物
流
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
、
人
材
育
成
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
完
備
を
目
標
に
掲
げ
る
。
目
指
す

の
は
中
国
屈
指
の
「
健
康
産
業
城
」

の
形
成
だ
。

常
州
国
家
医
療
器
械
国
際
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
園
の
設
立
は
１１
年
。
医
療

機
械
を
中
心
と
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
基
地
を
経
済
の
柱
の
一
つ
に
掲
げ

よ
う
と
い
う
市
の
構
想
が
き
っ
か
け

だ
。
以
来
、
医
療
機
械
設
備
メ
ー
カ

ー
は
毎
年
２０
社
程
度
の
ペ
ー
ス
で
増

え
、
現
在
は
１
６
０
社
が
集
積
。
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
会
社
は
３
３
０
社
が

入
居
し
、
１９
年
の
生
産
額
は
５０
億
元

を
見
込
む
。

同
区
は
「
医
療
製
造
エ
リ
ア
」
と

「
医
療
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
」
に
分
け

ら
れ
、
製
造
エ
リ
ア
は
「
常
州
国
際

医
療
機
械
城
」
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
地
区
の
「
西
太
湖
医
療
産
業
孵

化
園
」、数
社
の
代
表
企
業
が
形
成
す

る
自
社
園
区
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
主
要
な
産
業
チ
ェ
ー
ン

を
網
羅
し
、
体
外
診
断
用
医
療
機
器

（
Ｉ
Ｖ
Ｄ
）
や
整
形
外
科
、
デ
ン
タ

ル
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
リ
ハ
ビ
リ
、
バ

イ
オ
医
薬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
健
康
美
容
や
高
付

加
価
値
の
身
体
検
査
、
医
療
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
を
展
開
。
中
国
国
家
食
品

薬
品
監
督
管
理
総
局
（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

の
出
先
機
関
を
設
け
る
な
ど
手
続
き

や
認
証
作
業
が
迅
速
に
行
え
る
の
も

強
み
。
産
業
基
盤
が
評
価
さ
れ
、
１９

年
に
科
学
技
術
部
が
選
定
す
る
生
物

・
医
薬
産
業
園
ラ
ン
キ
ン
グ
で
省
級

園
区
と
し
て
唯
一
５０
強
入
り
を
果
た

し
た
。

２０
〜
３０
年
の
発
展
計
画
で
は
中
国

屈
指
の
総
合
的
な
健
康
産
業
園
区
へ

の
飛
躍
を
目
指
す
。
３０
年
の
生
産
額

目
標
は
４
０
０
億
元
だ
。
製
造
面
で

は
医
療
機
械
に
加
え
、
今
後
は
ハ
イ

エ
ン
ド
生
物
薬
や
遺
伝
子
治
療
薬
、

特
殊
な
ワ
ク
チ
ン
な
ど
付
加
価
値
の

高
い
製
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の

産
業
集
積
を
目
指
す
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
や

自
動
化
設
備
を
導
入
し
た
現
代
物
流

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
る
。

貿
易
面
で
は
区
内
に
２８
万
平
方
�

の
展
示
会
場
を
整
備
し
、
世
界
有
数

の
医
療
機
械
展
示
会
の
開
催
を
計

画
。
世
界
中
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、

医
療
機
器
の
一
大
取
り
引
き
市
場
を

目
指
す
。
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
健
康
管

理
や
身
体
検
査
、
医
療
観
光
な
ど
に

加
え
、
今
後
は
が
ん
治
療
な
ど
の
専

門
医
療
機
関
も
立
ち
上
げ
る
。

常
州
大
学
と
は
人
材
育
成
面
で
連

携
す
る
。
同
大
学
は
国
内
２
番
目
に

「
生
物
医
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」

の
専
攻
を
設
け
た
。
同
区
は
５
つ
の

職
業
訓
練
学
校
も
擁
す
る
な
ど
豊
富

な
人
材
も
強
み
だ
。

産
業
と
街
が
融
合
し
た
独
自
の
産

業
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
目
指
す
は

「
医
療
機
械
生
産
基
地
」「
展
示
貿
易

基
地
」「
科
学
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
地
」
の
３
つ
の
一
流
だ
。
３０
年
に

「
健
康
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
城
」

へ
。
西
太
湖
科
技
産
業
園
は
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
す
べ
て
の
企

業
の
受
け
皿
と
な
る
。

１８０万㌧ＭＴＯ、オレフィン分留装置、ＰＥ、ＰＰ各３０万㌧が稼働済み。
来年生産開始予定で、１８０万㌧メタノールと４０万㌧ＭＥＧを建設中。第２
期は年産２００万㌧のメタノールや６０万㌧ＥＧ、４０万㌧ＰＴＡなどを検討

総投資額１０２２億元。年１５００万㌧の石炭の中低温熱分解を軸に石炭の高度
利用。１８０万㌧ＥＧ計画のうち４０万㌧が建設中。５６０万㌧のメタノール、
２００万㌧のＭＴОなど建設予定

８００億元超を投資し、３６０万㌧のメタノール、ＣＴＡ、ＣＴＭ、５２万㌧の
ＰＥ、５５万㌧のＰＰなどを計画。昨年１１月５０万㌧の石炭製エタノール（Ｄ
ＭＴＥ）の建設も開始。年間１１０万㌧のＰＴＡ計画も掲げる

４０万㌧のＭＥＧの建設開始、３６０万㌧のメタノール、１２０万㌧ＥＧ、１６０万
㌧ＰＴＡ及びＰＥＴなどの計画も

神華集団

陝西煤化

延長石油

楡林能源集団

神華集団はすでにＭＴＯを稼働。
原料や誘導品計画も進める

常州西太湖科技産業園

すべてが揃う健康産業城

戴
志
華
党
工
委
書
記

孫
守
洋
主
任

世界級の石炭化学基地へ

ヘルスケア産業基地を経済の柱に（常州国家医療器械国際イノベーション園）

楡林経済技術開発区

楡
林
経
済
技
術
開
発
区
の
４
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

（２０）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



盤
錦
遼
東
湾
新
区
（
遼
寧
省
盤
錦

市
）
は
、
中
国
の
東
北
部
を
代
表
す

る
化
学
産
業
基
地
。
比
較
的
若
い
開

発
区
だ
が
、
２
０
１
９
年
の
中
国
化

工
園
区
ラ
ン
キ
ン
グ
で
２４
位
に
入
る

な
ど
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
や
ラ
イ
オ
ン
デ
ル

バ
セ
ル
が
出
資
を
決
め
、
川
上
の
基

礎
原
料
の
計
画
は
中
国
国
内
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
今
後
は
川
下
の
新
材

料
分
野
の
誘
致
を
積
極
化
し
、
日
本

企
業
と
の
連
携
も
深
め
て
い
き
た
い

考
え
。

遼
東
湾
新
区
は
０５
年
１２
月
に
設
立

さ
れ
、
１３
年
１
月
に
国
家
級
経
済
技

術
開
発
区
に
批
准
さ
れ
た
。
計
画
面

積
は
３
０
６
平
方
�
�
で
、
港
区
は

６０
平
方
�
�
、
産
業
区
は
１
１
０
平

方
�
�
。
石
油
・
化
学
産
業
を
は
じ

め
、
港
湾
・
物
流
産
業
、
大
連
理
工

大
学
盤
錦
校
の
人
材
な
ど
を
活
用
し

た
ハ
イ
テ
ク
産
業
、
紅
海
灘
な
ど
の

観
光
産
業
が
充
実
。
１８
年
の
総
生
産

額
は
１
３
０
億
元
を
突
破
し
た
。
１９

年
は
１
４
５
億
元
を
達
成
す
る
見
込

み
だ
。

区
の
強
み
の
一
つ
が
豊
富
な
港
湾

能
力
だ
。
盤
錦
港
は
１０
年
の
運
営
開

始
以
来
、
化
学
品
、
燃
料
油
、
食
糧
、

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
取
り
扱
い
を
拡
大

し
、
現
在
は
５
万
�
級
以
上
の
船
舶

埠
頭
が
２２
カ
所
、
ま
た
、
５
万
〜
１０

万
�
を
１２
カ
所
建
設
中
。
年
間
港
湾

取
扱
能
力
は
２０
年
に
１
億
�
を
突
破

す
る
見
通
し
だ
。
保
税
倉
庫
を
擁
し
、

現
在
、
保
税
区
の
設
置
も
申
請
中
。

広
域
経
済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
の

起
点
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も

進
み
、
主
要
道
路
が
完
成
し
、
排
水
、

汚
水
処
理
場
も
完
備
。
生
活
用
水
、

電
力
等
の
供
給
も
十
分
だ
。
産
業
エ

リ
ア
と
居
住
エ
リ
ア
は
緑
地
で
隔
て

ら
れ
、
産
業
と
生
活
の
調
和
を
図
っ

て
い
る
。

石
油
・
化
学
は
新
区
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
遼
寧
省
で
は
大
連
・
長
興

島
と
並
ぶ
中
核
基
地
の
位
置
づ
け
。

１２
年
に
「
国
家
級
新
型
工
業
化
産
業

モ
デ
ル
基
地
」
に
、
１７
年
に
国
家
発

展
改
革
委
員
会
に
よ
る
「
国
家
園
区

循
環
化
改
造
モ
デ
ル
試
点
」
に
選
ば

れ
、
１９
年
に
中
国
・
石
油
化
学
工
業

連
合
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
が
選
定
す

る
化
工
園
区
３０
強
の
２４
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
。

川
上
の
基
礎
化
学
品
で
は
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
だ
。
２５
年

ま
で
に
精
製
能
力
４
０
０
０
万
�
、

エ
チ
レ
ン
４
５
０
万
�
、
Ｐ
Ｘ
２
９

０
万
�
の
能
力
を
構
築
す
る
考
え
。

兵
器
集
団
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
１

５
０
０
万
�
の
精
製
を
軸
と
し
た
一

体
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
宝
来
石
化

と
ラ
イ
オ
ン
デ
ル
バ
セ
ル
も
大
規
模

な
エ
チ
レ
ン
能
力
を
基
に
し
た
化
学

品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

川
下
に
つ
い
て
も
現
在
、
聯
成
化

学
の
無
水
フ
タ
ル
酸
や
無
水
マ
レ
イ

ン
酸
及
び
可
塑
剤
、
瑞
徳
化
工
の
芳

香
族
精
細
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
安

定
的
に
稼
働
。
長
春
集
団
が
銅
箔
事

業
を
立
ち
上
げ
、
鴻
鶴
化
工
が
ポ
リ

エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ
ル
ケ
ト
ン
（
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
）
の
設
備
を
建
設
中
。
鴻
鶴
は

英
ビ
ク
ト
レ
ッ
ク
ス
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｘ
）
社
と
と
も
に
誘
導
品
も
計
画

す
る
。

孟
泓
辛
副
主
任
は
「
遼
東
湾
新
区

は
原
料
や
土
地
、
環
境
資
源
が
豊
富

に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
川
下
産
業
の
充

実
を
図
り
た
い
。
技
術
力
の
高
い
日

本
企
業
の
進
出
を
歓
迎
す
る
」
と
語

る
。

江
蘇
省
無
錫
恵
山
経
済
開
発
区
は

ハ
イ
テ
ク
と
ス
マ
ー
ト
を
重
視
す

る
。
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
機
器
、

医
療
機
器
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

新
材
料
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、光
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
製
造
設
備
な
ど
の
企

業
の
誘
致
に
注
力
し
て
い
る
。
進
出

企
業
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
重
視
。

会
社
設
立
ま
で
き
め
細
か
な
支
援
を

行
う
こ
と
に
加
え
、
運
営
に
も
各
種

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
用
意
す
る
。

江
蘇
省
無
錫
恵
山
開
発
区
は
、
２

０
０
２
年
に
設
立
さ
れ
た
。
総
計
画

面
積
９７
平
方
�
�
、
現
在
開
発
し
た

面
積
は
３６
平
方
�
�
。
無
錫
市
内
の

開
発
区
と
し
て
は
歴
史
が
浅
い
が
、

先
に
建
設
さ
れ
た
開
発
区
の
事
例
に

学
び
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
た
。
日
本
語
に
堪
能
な
沈
偉
良
管

委
会
副
主
任
は
「
産
業
と
都
市
生
活

を
融
合
さ
せ
て
い
る
」と
強
調
す
る
。

従
来
の
開
発
区
は
工
場
や
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
産
業
エ
リ
ア
と
、
従
業
員

が
暮
ら
す
住
宅
エ
リ
ア
が
離
れ
て
い

た
。
進
出
企
業
は
通
勤
の
た
め
の
バ

ス
な
ど
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
交
通
渋
滞
も
課
題
だ
っ
た
。
一

方
、
同
開
発
区
は
産
業
エ
リ
ア
と
住

宅
エ
リ
ア
を
ほ
ど
よ
く
分
散
さ
せ
て

い
る
。
住
宅
エ
リ
ア
は
中
心
に
あ
っ

て
、
産
業
エ
リ
ア
は
両
方
に
あ
る
。

そ
の
た
め
通
勤
距
離
が
短
く
、
企
業

側
は
バ
ス
を
用
意
す
る
必
要
が
な

い
。
従
業
員
は
自
転
車
や
バ
イ
ク
、

自
動
車
な
ど
で
快
適
に
通
勤
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
保
養
施
設
や
病
院
、

学
校
な
ど
も
充
実
し
て
い
る
。

産
業
と
都
市
生
活
を
融
合
さ
せ
る

た
め
に
は
、
環
境
に
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
重
金
属
を
含
む
排

水
を
流
す
産
業
に
つ
い
て
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
」
と
し
て
い
る
。
開
発

区
内
に
は
汚
水
処
理
施
設
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
進
出
企
業
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
基
準
を
満
た
せ
ば
、

汚
水
処
理
施
設
に
直
接
配
管
を
接
続

で
き
る
。

自
動
車
や
バ
イ
オ
、
ス
マ
ー
ト
製

造
と
い
っ
た
先
端
産
業
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
な
か
、
約
８
０
０
の
製
造

企
業
が
同
開
発
区
に
進
出
し
て
い

る
。
こ
れ
は
恵
山
区
の
製
造
業
の
４

分
の
１
を
占
め
る
。「
２５
年
ま
で
に
４０

％
に
引
き
上
げ
た
い
」
と
い
う
。
８

０
０
社
の
う
ち
、
２
０
０
社
が
外
資

だ
が
、
多
く
は
欧
米
系
が
占
め
る
。

現
状
、日
系
は
少
な
い
こ
と
か
ら
「
ぜ

ひ
日
本
企
業
に
視
察
に
来
て
ほ
し

い
。
こ
こ
の
良
さ
が
分
か
る
」
と
自

信
を
み
せ
る
。

進
出
企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
同
開

発
区
の
強
み
。
専
門
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
進
出
企
業
の
現
地
法
人
設
立
を

支
援
す
る
こ
と
に
加
え
、
補
助
金
な

ど
の
案
内
も
行
う
。
進
出
企
業
の
製

品
の
販
路
開
拓
も
手
伝
う
。
さ
ら
に

「
わ
れ
わ
れ
の
開
発
区
は
財
政
収
入

が
と
て
も
良
い
。
企
業
に
約
束
し
た

優
遇
条
件
を
確
実
に
守
る
。
契
約
違

反
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
」
と
強

調
す
る
。

進
出
企
業
か
ら
の
評
価
は
高
い
。

同
開
発
区
に
工
場
を
構
え
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
、
メ

レ
ク
ス
の
総
経
理
は
「
各
種
企
業
優

遇
策
に
よ
っ
て
中
国
市
場
に
お
け
る

競
争
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
語
る
。「
５
年
後
に
は
無
錫
工
場
で

の
年
商
を
現
在
の
３
５
０
０
万
�
か

ら
１
億
�
に
引
き
上
げ
る
」と
い
う
。

江蘇省無錫恵山開発区

働きたくなる環境を整備

宝
来
石
化
と
ラ
イ
オ
ン
デ
ル
バ
セ
ル

は
大
規
模
な
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る

沈
偉
良
管
委
会
副
主
任

誘導品の拡大ステージに

盤錦遼東湾新区

産
業
と
都
市
生
活
を
融
合
。
通
勤
至
便
で
、
排
水
な
ど
環
境

に
も
配
慮
し
て
い
る

長
春
集
団
は
１９
年
に
銅
箔
事
業
を

立
ち
上
げ
た

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（２１）
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中国製造２０２５

「
技
術
立
脚
型
」め
ざ
す

高
付
加
価
値
品
の
国
産
化
に
力

炭素繊維で着々と実力

遼寧奥克股�、巨化集団など

機能材料シフトが加速

１４
・
５
の
策
定
開
始

産
業
構
造
の
最
適
化
課
題
に

米
中
摩
擦
の
主
因
と
も
な

っ
て
い
る
中
国
の
産
業
振
興

策
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」。

習
近
平
政
権
が
次
世
代
情
報

技
術
や
バ
イ
オ
医
療
、
新
素

材
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
な
ど

１０
の
重
点
分
野
と
２３
品
目
を

設
定
し
、
製
造
業
の
高
度
化

を
目
指
す
べ
く
２
０
１
５
年

５
月
に
発
表
し
た
。
建
国
１

０
０
年
と
な
る
４９
年
に
「
世

界
の
製
造
強
国
の
先
頭
に
立

つ
」
と
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

基
礎
と
な
る
も
の
だ
。

第
１
段
の
２５
年

目
標
は
「
世
界
の

製
造
強
国
の
仲
間

入
り
」
を
果
た
す

こ
と
。
付
加
価
値

の
創
出
で
先
進
国

に
遅
れ
を
と
る
な

か
、
技
術
立
脚
型

の
産
業
を
育
成

し
、
技
術
力
、
ブ

ラ
ン
ド
力
に
よ
る

付
加
価
値
の
向
上

を
目
指
す
。
い
ま
、
中
国
企

業
の
多
く
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
「
創

新
」
こ
そ
が
発
展
の
最
大
の

原
動
力
だ
と
口
を
揃
え
る
。

化
学
産
業
も
置
か
れ
た
状

況
は
同
様
だ
。
１０
年
以
降
、

中
国
は
カ
性
ソ
ー
ダ
や
窒
素

肥
料
、
カ
ー
バ
イ
ド
、
塩
化

ビ
ニ
ル
樹
脂
（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
な

ど
２０
種
以
上
の
化
学
品
の
生

産
能
力
で
世
界
ト
ッ
プ
に
立

っ
た
。
化
学
大
国
と
な
っ
た

も
の
の
、
多
く
の
企
業
が
類

似
の
製
品
や
低
品
質
の
製
品

で
競
争
し
、
広
範
な
汎
用
製

品
は
設
備
過
剰
や
価
格
競
争

に
陥
っ
た
。
半
面
、
高
付
加

価
値
の
製
品
や
機
能
性
材
料

は
輸
入
依
存
が
続
い
て
き

た
。化

学
産
業
で
も
こ
の
間
、

中
国
製
造
２
０
２
５
が
発
展

の
ベ
ク
ト
ル
を
定
め
、
基
本

方
針
を
位
置
づ
け
て
き
た
。

古
い
技
術
や
過
剰
生
産
能

力
の
淘
汰
な
ど
産
業
構
造
の

最
適
化
に
主
眼
を
置
い
た
前

第
１２
次
５
カ
年
計
画
（
11
〜

１５
年
）
を
経
て
、
現
在
の
第

１３
次
５
カ
年
計
画
（
１３
・
５
、

１６
年
〜
）
で
は
化
学
「
大
国
」

か
ら
「
強
国
」
へ
の
転
換
を

図
る
時
期
と
し
、
設
備
過
剰

問
題
の
解
消
と
と
も
に
古
い

設
備
を
淘
汰
し
て
よ
り
競
争

力
に
優
れ
た
産
業
構
造
へ
の

転
換
を
図
っ
て
き
た
。
他
方
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
メ
タ
ロ
セ
ン
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
な
ど
の
ハ
イ
エ
ン

ド
型
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
、
合

成
ゴ
ム
や
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
、

炭
素
繊
維
な
ど
の
高
機
能
繊

維
を
新
材
料
と
位
置
づ
け
て

そ
の
国
産
化
に
力
を
注
い
で

き
た
。

実
際
、
中
国
企
業
も
ト
レ

ン
ド
に
あ
わ
せ
た
構
造
改
革

を
着
実
に
遂
げ
て
き
た
。

中
国
の
酸
化
エ
チ
レ
ン
誘

導
品
（
Ｅ
Ｏ
Ｄ
）
大
手
で
あ

る
遼
寧
奥
克
股
�
有
限
公
司

（
遼
寧
省
）。９２
年
に
農
薬
添

加
剤
や
油
田
採
掘
剤
で
事
業

を
起
こ
し
た
が
、
そ
の
後
、

太
陽
電
池
用
シ
リ
コ
ン
イ
ン

ゴ
ッ
ト
切
削
液
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
減
水
剤
な
ど
へ
と
主
力

事
業
を
転
換
し
た
。
１７
年
に

は
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
足

下
で
は
半
導
体
や
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
材
料
、
電
子
化
学
品
、

電
池
部
材
、
新
エ
ネ
車
な
ど

の
新
材
料
開
発
に
努
め
て
い

る
。フ

ッ
素
化
学
大
手
の
巨
化

集
団
（
浙
江
省
）
も
新
材
料

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
次

代
の
柱
に
据
え
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
期
待
が
高
い
の
が

半
導
体
ケ
ミ
カ
ル
。
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
国
家
Ｉ
Ｃ

産
業
投
資
基
金
公
司
（
大
基

金
）
と
組
ん
で
、
ウ
エ
ッ
ト

ケ
ミ
カ
ル
、
エ
ッ
チ
ン
グ
ガ

ス
な
ど
の
国
産
化
を
急
ぐ
。

農
薬
原
体
な
ど
農
業
化
学

品
を
得
意
と
し
て
き
た
泰
禾

国
際
は
機
能
化
学
品
事
業
を

新
た
な
収
益
の
柱
に
育
成
す

る
。
江
西
省
中
部
の
吉
安
市

で
電
解
か
ら
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
ま
で
の
一
体
化
基
地
建

設
の
投
資
を
決
め
た
。
と
り

わ
け
、
期
待
が
高
い
の
が
樹

脂
硬
化
剤
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
メ
タ
キ
シ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

（
Ｍ
Ｘ
Ｄ
Ａ
）
の
製
造
だ
。

世
界
市
場
で
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
数
が
限
ら
れ
、
供
給
元
多

角
化
の
需
要
に
応
え
る
。

国
有
企
業
で
中
国
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
大
手
で
あ
る

中
国
化
学
工
程
は
実
業
に
本

格
参
入
す
る
。
プ
ラ
ン
ト
設

計
や
建
設
事
業
だ
け
で
は
発

展
に
限
り
が
あ
る
と
し
て
メ

ー
カ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
新
た

な
成
長
を
目
指
す
。
先
端
技

術
の
獲
得
の
た

め
、
日
本
に
研
究

開
発
拠
点
も
設
け

る
計
画
。
背
景
に

は
、
政
府
の
国
有

企
業
に
対
す
る
評

価
項
目
に
、
営
業

利
益
率
や
Ｒ
＆
Ｄ

支
出
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

日
本
の
「
お
家

芸
」
と
さ
れ
て
き

た
炭
素
繊
維
。
高

品
質
製
品
の
安
定

生
産
で
は
、
日
本

勢
に
一
日
の
長
が

あ
る
が
、
中
国
勢

も
メ
キ
メ
キ
と
力

を
つ
け
て
い
る
。

１７
年
に
は
吉
林
省

の
吉
林
精
功
炭
繊
維
有
限
公

司
が
中
国
初
の
ラ
ー
ジ
ト
ウ

（
Ｌ
Ｔ
）
炭
素
繊
維
の
量
産

設
備
の
運
転
を
開
始
。
中
国

石
化
（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

傘
下
の
上
海
石
化
股
�
有
限

公
司
は
上
海
市
に
、
Ｌ
Ｔ
を

軸
に
炭
素
繊
維
複
合
材
料

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
ま
で
の
産
業

基
地
の
構
築
を
目
指
す
。

現
在
、
策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
る
次
期
１４
次
５
カ
年
計

画
（
２１
年
〜
）
で
は
、
３０
年

に
石
油
・
化
学
産
業
で
世
界

ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
の
「
第

２
ス
テ
ー
ジ
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
新
材
料
な
ど
戦
略
製

品
で
知
財
権
の
確
保
や
技
術

革
新
に
挑
む
。
強
国
に
な
る

に
は
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
知

財
権
の
掌
握
も
欠
か
せ
な

い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
材
料
、

ハ
イ
エ
ン
ド
化
学
品
、
石
炭

化
学
、
省
エ
ネ
分
野
で
技
術

刷
新
を
図
り
、
世
界
レ
ベ
ル

の
先
進
技
術
の
開
発
に
挑

む
。ま

た
、
依
然
と
し
て
深
刻

な
環
境
汚
染
、
石
油
・
化
学

産
業
に
お
い
て
中
小
零
細
企

業
が
ひ
し
め
く
い
び
つ
な
産

業
構
造
の
最
適
化
も
重
要
課

題
と
な
り
そ
う
だ
。

か
つ
て
の
中
国
は
、
製
造
業
や
イ
ン
フ
ラ
、
不
動
産
へ
の
大
量
投
資
を
源
泉
と
し

た
成
長
を
模
索
し
て
き
た
。
計
画
経
済
下
で
は
重
厚
長
大
の
産
業
偏
重
と
な
り
、
生

産
効
率
を
度
外
視
し
た
規
模
の
論
理
が
ま
か
り
通
る
。
安
い
労
働
力
を
武
器
と
し
た

「
世
界
の
工
場
」
を
形
成
し
、
製
造
業
は
発
展
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。
し
か
し
、
過

剰
生
産
能
力
や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
重
荷
と
な
っ
て
、
労
働
集
約
型
の
産
業
は
限

界
の
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
。規
模
で
圧
倒
す
る
「
製
造
大
国
」
か
ら
品
質
重
視
の
「
製

造
強
国
」
へ
。
転
換
の
必
要
性
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
石
油
・
化
学
産
業
も
然
り

だ
。
過
剰
能
力
を
打
破
し
、
新
材
料
な
ど
高
付
加
価
値
製
品
の
増
産
へ
。
化
学
「
強

国
」
か
ら
「
大
国
」
へ
の
道
は
ま
だ
半
ば
だ
。

中
国
石
油
・
化
学
工
業

連
合
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

に
よ
る
と
、
中
国
の
石
油

・
化
学
産
業
の
一
定
規
模

以
上
（
売
上
高
２
０
０
０

万
元
以
上
）
の
企
業
数
は
、

２
０
１
５
年
の
２
万
９
７

６
５
社
か
ら
、
１９
年
１１
月

時
点
で
２
万
６
２
０
３
社

へ

と
１１
・
９
％
減

少

し

た
。
と
り
わ
け
、
１９
年
は

前
年
比
で
１
６
０
０
社
超

が
減
っ
た
計
算
だ
。
企
業

の
合
併
や
買
収
に
加
え
、

環
境
・
安
全
規
制
に
よ

り
、
化
学
園
区
に
入
居
し

て
い
な
い
企
業
の
多
く
が

移
転
や
淘
汰
を
強
い
ら
れ

た
影
響
と
み
ら
れ
る
。

「中国製造２０２５」の１０の重点分野

①次世代情報技術（半導体、５ＧやＡＩ）

②高性能ＮＣ制御工作機械・ロボット

③航空・宇宙用設備

④海上設備及びハイテク船舶

⑤先端軌道交通設備

⑥省エネ・新エネ自動車

⑦電力設備

⑧農業設備

⑨新素材

⑩バイオ医療

農業化学品を
得意としてき
た泰禾国際は
機能化学品事
業に進出

�創新�で高収益型企業に転換
化
学「
大
国
」か
ら「
強
国
」へ

化
学「
大
国
」か
ら「
強
国
」へ

「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
は
産
業
振
興
政
策
の

要
（
北
京
で
開
か
れ
た
全
国
人
民
代
表
大
会
）

炭
素
繊
維
産
業
で
も
技
術
の
急
速
な
追
い
上
げ
を

み
せ
る
（
吉
林
化
繊
集
団
の
炭
素
繊
維
設
備
）

企
業
数
、１９
年
は
１６００
社
超
減

Ｍ
＆
Ａ
や
規
制
で
淘
汰

イノベーション

（２２）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）
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朱建民董事長

中
国
の
酸
化
エ
チ
レ
ン
誘

導
品
（
Ｅ
Ｏ
Ｄ
）
大
手
で
あ

る
遼
寧
奥
克
股
�
有
限
公
司

（
遼
寧
省
）
が
構
造
転
換
を

着
実
に
進
め
て
い
る
。「
Ｅ
Ｏ

と
エ
チ
レ
ン
を
ベ
ー
ス
に
付

加
価
値
を
生
み
出
す
」
を
基

本
理
念
に
、
足
元
で
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
（
Ｌ

ｉ
Ｂ
）
材
料
な
ど
新
材
料
事

業
を
収
益
の
柱
に
育
成
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
Ｅ
Ｏ
事

業
と
新
材
料
事
業
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
さ
せ
、
２
０
３

５
年
に
世
界
一
流
の
Ｅ
Ｏ
誘

導
品
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
企

業
を
目
指
す
。

遼
寧
奥
克
股
�
有
限
公
司

は
奥
克
集
団
の
子
会
社
で
、

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
の

企
業
。
本
社
の
あ
る
遼
寧
省

を
は
じ
め
、
吉
林
市
、
四
川

省
、
江
蘇
省
、
武
漢
市
、
広

東
省
の
６
つ
の
生
産
拠
点
を

有
し
、
Ｅ
Ｏ
Ｄ
の
能
力
は
１

２
０
万
�
と
、国
内
３０
％
、
世

界
１１
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
。

「
エ
チ
レ
ン
�
Ｅ
Ｏ
�
誘
導

品
」
の
強
固
な
産
業
チ
ェ
ー

ン
を
強
み
に
成
長
し
て
き
た
。

同
社
は
１
９
９
２
年
、
全

国
人
民
政
治
協
商
会
議
委
員

で
あ
り
、
集
団
の
現
董
事
長

を
務
め
る
朱
建
民
氏
ら
４
人

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会

社
。
００
年
に
は
奥
克
股
�
と

し
て
民
営
の
株
式
企
業
に
改

組
。
１０
年
５
月
に
上
場
し
て

い
る
。
１９
年
に
は
「
中
国
化

学
５
０
０
強
」
で
１
２
３
位
、

「
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
１
０

０
強
」
で
２２
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
。

同
社
が
掲
げ
る
コ
ア
の
価

値
観
は
「
共
に
創
造
し
、
共

に
繁
栄
す
る
」
こ
と
。
戦
略

の
原
則
を
「
Ｅ
Ｏ
を
ベ
ー
ス

に
価
値
を
つ
く
る
」
こ
と
と

し
、「
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
に
合
致

し
、
市
場
が
大
き
く
、
競
争

の
少
な
い
、
ハ
イ
エ
ン
ド
分

野
に
注
力
す
る
」
の
が
基
本

姿
勢
だ
。

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り

返
る
と
、「
創
業
期
」
と
位
置

づ
け
る
９２
年
か
ら
の
お
よ
そ

１０
年
間
は
農
薬
添
加
剤
や
油

田
採
掘
剤
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

グ
リ
コ
ー
ル
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
な

ど
の
事
業
に
注
力
。
００
年
以

降
は
太
陽
電
池
用
シ
リ
コ
ン

イ
ン
ゴ
ッ
ト
切
削
液
な
ど
を

メ
イ
ン
事
業
に
据
え
、
１０
〜

１８
年
の
「
快
速
展
開
期
」
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
減
水
剤
事
業

を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
１８
年

以
降
は
「
高
品
質
発
展
期
」

と
し
て
、
新
材
料
に
注
力
し

て
い
る
。

現
在
、
商
業
化
し
た
製
品

群
は
�
高
品
質
Ｐ
Ｅ
Ｇ
�
シ

リ
コ
ー
ン
高
機
能
切
削
液
�

高
機
能
減
水
剤
�
高
機
能
新

材
料
�
グ
リ
ー
ン
表
面
活
性

剤（
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
）の
５
つ
だ
。

�
〜
�
の
３
事
業
群
が
主

力
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
特
に
、

減
水
剤
は
全
国
４０
％
以
上
の

シ
ェ
ア
を
占
め
、
売
上
高
６０

億
元
を
誇
る
。
今
後
は
�
�

を
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
。

１９
年
の
グ
ル
ー
プ
売
上
高
は

８０
億
元
で
、
２０
年
に
は
１
０

０
億
元
を
目
標
に
掲
げ
る
。

今
後
は
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
エ

ラ
ス
ト
マ
ー
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
）
や

エ
チ
レ
ン
ア
ク
リ
ル
酸
共
重

合
体
（
Ｅ
Ａ
Ａ
）、環
状
オ
レ

フ
ィ
ン
コ
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｃ
）、超
高
分
子
量
Ｐ
Ｅ
（
Ｕ

Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ｐ
Ｅ
）
な
ど
も
事
業

化
し
た
い
考
え
。

今
後
の
注
力
分
野
と
し
て

掲
げ
る
新
材
料
の
育
成
の
た

め
１７
年
に
設
立
し
た
の
が
、

江
蘇
省
の
「
遼
寧
奥
克
新
材

料
有
限
公
司
」
だ
。
新
材
料

の
開
発
に
は
研
究
開
発
能
力

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
江
蘇
奥
克
国
家
級

グ
リ
ー
ン
低
炭
素
新
材
料
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
セ
ン

タ
ー
」
を
建
設
し
、
遼
寧
省
、

湖
北
省
、
広
東
省
に
も
省
級

の
技
術
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
考
え
。

中
国
科
学
院
と
の
共
同
に

よ
り
開
発
に
め
ど
を
付
け
た

の
が
Ｅ
Ｏ
と
二
酸
化
炭
素
を

原
料
に
し
た
炭
酸
エ
ス
テ
ル

だ
。
江
蘇
省
の
拠
点
で
１９
年

７
月
、
２
・
６
万
�
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
設
備
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
電
解
液
の

溶
媒
を
は
じ
め
、
非
ホ
ス
ゲ

ン
法
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

（
Ｐ
Ｃ
）、電
子
化
学
品
、
医

薬
・
農
薬
中
間
体
に
も
用
い

ら
れ
る
。

今
後
の
新
し
い
成
長
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
注
力
す
る
の

は
、
半
導
体
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
材
料
、
電
子
化
学
品
、
電

池
部
材
、
新
エ
ネ
車
な
ど
の

発
展
に
寄
与
す
る
部
材
だ
。

同
社
は
清
華
大
学
や
大
連

理
工
大
学
、
北
京
化
工
研
究

院
な
ど
ど
も
戦
略
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
今
後
は
１０
万
�

の
エ
チ
レ
ン
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

（
Ｅ
Ｃ
）
や
、
２０
万
�
の
ジ

メ
チ
ル
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
（
Ｄ

Ｍ
Ｃ
）、２０
万
／
４５
万
�
の
Ｅ

Ｏ
／
Ｅ
Ｇ
の
設
備
も
立
ち
上

げ
る
考
え
。

中
国
に
お
い
て
、
環
境
対

応
型
、
高
収
益
型
企
業
へ
の

転
換
を
成
功
さ
せ
た
代
表
企

業
の
一
つ
が
、
石
油
化
学
大

手
の
青
島
海
湾
集
団
有
限
公

司
（
山
東
省
青
島
市
）
だ
ろ

う
。
地
元
政
府
方
針
の
下
で

の
工
場
移
転
に
と
も
な
い
、

２
０
１
０
年
以
降
は
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
大
き
く
転
換
。

先
端
技
術
の
導
入
や
生
産
設

備
の
大
型
化
、
環
境
・
安
全

対
応
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
一
体

で
捉
え
た
安
全
生
産
や
省
エ

ネ
、
管
理
の
高
度
化
も
進
む
。

産
業
基
盤
の
強
化
を
進
め
、

２２
年
に
は
売
上
高
を
１８
年
比

２
倍
の
２
０
０
億
元
超
に
引

き
上
げ
る
。

海
湾
集
団
は
化
学
工
業
や

建
材
生
産
を
主
力
事
業
と
す

る
国
有
企
業
。
前
身
は
青
島

市
化
学
工
業
局
で
、
１
９
９

４
年
に
政
府
部
門
か
ら
企
業

へ
と
改
組
さ
れ
た
。
現
在
、

傘
下
に
１２
の
関
連
会
社
を
持

ち
、
無
機
、
有
機
化
学
品
か

ら
、
染
料
、
顔
料
、
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
、
肥
料
原
料
、

建
築
材
料
な
ど
幅
広
く
手
が

け
る
。
主
力
製
品
は
年
産
能

力
３０
万
�
の
カ
性
ソ
ー
ダ
、

同
４０
万
�
の
Ｐ
Ｖ
Ｃ
、
同
５０

万
�
の
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー

（
Ｓ
Ｍ
）、８
万
�
の
染
料
及

び
中
間
体
、
４
万
�
の
シ
リ

カ
ゲ
ル
、
ケ
イ
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
な
ど
。
世
界
３０
カ
国
以
上

に
販
売
し
て
い
る
。

青
島
市
は
他
地
域
に
先
駆

け
て
１０
年
、
環
境
対
応
・
安

全
面
か
ら
、
市
中
心
部
の
百

十
数
社
の
化
学
企
業
の
郊
外

園
区
へ
の
移
転
を
進
め
て
き

た
。
海
湾
集
団
も
そ
の
方
針

に
基
づ
き
、
南
部
は
董
家
口

港
、
北
部
は
平
度
新
河
鎮
の

化
学
園
区
へ
の
移
転
を
実
施

し
た
。

移
転
に
あ
わ
せ
、「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
下
で
、
製
品
の
高

付
加
価
値
化
や
循
環
型
生
産

モ
デ
ル
へ
の
転
換
を
図
っ
て

き
た
」（
李
明
董
事
長
）。１６
万

�
の
カ
ー
バ
イ
ド
法
Ｐ
Ｖ
Ｃ

設
備
を
４０
万
�
の
エ
チ
レ
ン

法
へ
切
り
替
え
た
り
、
中
国

の
石
油
・
化
学
産
業
の
ト
レ

ン
ド
や
董
家
口
港
の
物
流
イ

ン
フ
ラ
の
優
位
性
を
活
か
し

た
事
業
計
画
を
策
定
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
一
体
で
捉

え
た
生
産
や
安
全
・
保
安
の

高
度
化
を
図
り
、
董
家
口
港

の
石
化
基
地
で
は
、
カ
性
ソ

ー
ダ
や
Ｐ
Ｖ
Ｃ
、
Ｓ
Ｍ
な
ど

原
料
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
。
電

力
や
蒸
気
、
製
品
タ
ン
ク
な

ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の

一
体
運
営
を
開
始
し
た
。

生
産
ラ
イ
ン
の
自
動
化
、

企
業
資
源
計
画（
Ｅ
Ｒ
Ｐ
）
や

生
産
装
置
へ
の
分
散
制
御
シ

ス
テ
ム（
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）
の
導
入
な

ど
で
、
管
理
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

園
区
全
体
で
安
全
・
環
境

対
応
を
重
視
し
、
安
全
計
装

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
な
ど

も
導
入
し
て
い
る
。
廃
気
、

排
水
、
固
体
廃
棄
物
処
理
な

ど
に
努
め
、
こ
の
間
の
環
境

保
護
施
設
へ
の
投
資
は
累
計

８
億
元
超
に
及
ぶ
。
中
国
の

工
業
情
報
化
部
に
よ
る
「
生

産
応
用
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
認
定
さ
れ
、
中
国
内

の
「
中
国
石
油
・
化
学
産
業

グ
リ
ー
ン
工
場
」
の
一
つ
に

も
選
ば
れ
た
。
従
業
員
数
は

移
転
前
の
お
よ
そ
３
分
の
１

と
な
る
３
０
０
０
人
に
縮
小

し
、
セ
メ
ン
ト
や
尿
素
事
業

か
ら
の
撤
退
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
４
分
の
１
に
低
減

し
た
。

移
転
計
画
に
一
区
切
り
を

付
け
、
１９
年
の
業
績
は
売
上

高
１
３
０
億
元
、
純
利
益
１１

億
元
を
見
込
む
。
こ
こ
か
ら

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拡

充
や
製
品
の
さ
ら
な
る
高
付

加
価
値
化
な
ど
に
よ
り
、
２２

年
に
は
売
上
高
２
０
０
億

元
、
純
利
益
２５
億
元
の
達
成

を
目
指
す
。

Ｐ
Ｖ
Ｃ
は
２０
年
に
４０
万
�

設
備
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
上
海
同
済
大
学
や
青
島

科
技
大
学
な
ど
と
連
携
し
て

末
端
製
品
の
開
発
も
進
め
て

い
る
。
Ｓ
Ｍ
は
誘
導
品
の
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｓ
）
分
野

へ
の
参
入
を
検
討
し
、
カ
性

ソ
ー
ダ
も
川
下
の
建
材
市
場

の
開
拓
を
進
め
て
い
る
。
平

度
基
地
で
は
染
料
事
業
の
高

度
化
を
図
り
、
１９
年
に
は
利

益
率
の
高
い
分
散
染
料
の
１

万
�
設
備
の
第
１
期
が
完

成
。
２
期
の
準
備
も
進
め
て

い
る
。
中
間
体
は
誘
導
品
と

し
て
医
薬
原
料
分
野
な
ど
へ

事
業
領
域
を
広
げ
た
い
考
え

だ
。同

社
は
０４
年
か
ら
住
友
商

事
と
肥
料
事
業
で
合
弁
を
組

み
、平
度
と
仏
山
（
広
東
省
）

に
工
場
を
保
有
。
製
造
し
て

い
る
環
境
に
配
慮
し
た
高
品

質
な
肥
料
に
対
す
る
中
国
市

場
か
ら
の
評
価
が
と
て
も
高

く
継
続
的
に
製
造
設
備
の
増

強
を
行
い
、
年
産
能
力
は
５０

万
�
に
及
ぶ
。
日
本
の
石
化

産
業
と
の
関
係
も
深
く
、
日

本
と
の
石
化
・
原
料
取
引
は

毎
年
４
億
�
に
及
ぶ
。
今
後

２
〜
３
年
の
う
ち
に
６
億
�

超
へ
の
拡
大
を
見
込
む
な

ど
、
さ
ら
な
る
取
引
の
拡
大

を
見
込
む
。

遼
寧
奥
克
股
�

遼
寧
奥
克
股
�

青
島
海
湾
集
団

青
島
海
湾
集
団

新材料シフト着実に進展

環境・安全対応を高度化

ＥＯ基盤に付加価値創造

高収益型企業に転換成功

新
材
料
事
業
を
収
益
の
柱
に

育
成（
江
蘇
省
の
生
産
拠
点
）

有力各社の戦略有力各社の戦略

先端技術の導入などを積極的に進め
てきた（董家口港のＰＶＣ設備）

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（２３）
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金
発
科
技
股
�
有
限
公
司

（
広
州
市
）
は
樹
脂
材
料
の

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
最
大

手
。
中
国
で
生
産
さ
れ
て
い

る
車
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
製
品

が
採
用
さ
れ
、
１
台
当
た
り

の
平
均
使
用
量
は
２２
�
�
。

家
電
に
つ
い
て
も
、
洗
濯
機

や
空
調
設
備
な
ど
４
世
帯
の

う
ち
３
世
帯
に
材
料
が
用
い

ら
れ
て
い
る
計
算
だ
。
圧
倒

的
な
生
産
力
の
み
な
ら
ず
、

昨
今
は
技
術
開
発
や
外
部
連

携
も
充
実
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

や
ソ
ニ
ー
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

な
ど
日
本
企
業
と
の
結
び
つ

き
も
強
く
、
今
後
も
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
考
え
。

金
発
科
技
は
１
９
９
３
年

の
設
立
。
生
産
拠
点
は
国
内

が
華
南
（
広
州
・
清
遠
）、華

東
（
上
海
・
昆
山
）、華
西（
成

都
・
綿
陽
）、華
北
（
天
津
）、

華
中
（
武
漢
）、珠
海
な
ど
９

工
場
、
海
外
も
米
独
印
・
マ

レ
ー
シ
ア
に
工
場
を
有
し
、

総
生
産
能
力
は
２
０
０
万
�

を
超
え
る
。
上
海
に
は
自
動

車
高
分
子
材
料
製
品
及
び
応

用
評
価
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、

Ｃ
Ａ
Ｅ
分
析
、
部
品
成
形
評

価
、
部
品
テ
ス
ト
が
可
能

だ
。

同
社
の
事
業
は
大
き
く
�

改
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
�
特
殊

エ
ン
プ
ラ
�
バ
イ
オ
生
分
解

性
材
料
�
高
機
能
炭
素
繊
維

複
合
材
料
�
環
境
保
護
・
リ

サ
イ
ク
ル
樹
脂
製
造
の
５

つ
。
樹
脂
売
り
だ
け
で
な
く
、

製
品
設
計
か
ら
金
型
製
造
、

材
料
配
合
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
技
術
に
関
し
て
顧

客
が
求
め
る
全
て
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
。

１
３
０
人
超
の
博
士
を
抱
え

る
な
ど
高
い
技
術
力
と
顧
客

と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い

た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
製
品
の

提
供
が
強
み
で
、
汎
用
樹
脂

か
ら
エ
ン
プ
ラ
、
特
殊
エ
ン

プ
ラ
ま
で
網
羅
し
て
い
る
。

業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企

業
と
し
て
中
国
の
樹
脂
関
連

の
基
準
や
各
種
法
規
の
策
定

に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

き
た
。
改
性
樹
脂
の
国
家
標

準
（
Ｇ
Ｂ
）
な
ど
こ
れ
ま
で

策
定
に
参
画
し
て
き
た
標
準

は
約
１
０
０
件
。
豊
富
な
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

現
在
は
車
の
衝
撃
基
準
な
ど

の
策
定
に
も
携
わ
る
。

環
境
対
応
製
品
も
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
。
廃
プ
ラ
に
つ

い
て
は
持
続
的
発
展
に
関
す

る
組
織
を
設
け
、
ダ
ウ
・
ケ

ミ
カ
ル
や
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ

ル
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
、
Ｐ
＆
Ｇ
、

京
東
集
団
、
ア
リ
バ
バ
な
ど

と
リ
サ
イ
ク
ル
や
削
減
で
連

携
し
て
き
た
。
顧
客
の
旺
盛

な
需
要
に
応
え
る
た
め
、
清

遠
工
場
で
増
強
も
実
施
し
た
。

普
及
が
本
格
化
す
る
第
５

世
代
通
信
規
格
「
５
Ｇ
」
に

つ
い
て
も
各
類
の
基
地
局
や

コ
ネ
ク
タ
、
携
帯
電
話
や
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
な
ど
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
く
カ

バ
ー
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
や
Ｌ
Ｃ
Ｐ
、

Ｌ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
材
料
を
取
り

揃
え
て
い
る
。

セ
ー
ル
ス
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
門
の
関
勲
寧
責
任
者

は
「
顧
客
と
一
体
と
な
っ
た

成
長
こ
そ
金
発
の
基
本
ス
タ

ン
ス
」
と
強
調
。
同
社
は
フ

ォ
ー
ド
や
広
州
汽
車
グ
ル
ー

プ
、中
国
石
油
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）

な
ど
と
共
同
実
験
室
を
設

け
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
製

品
の
研
究
、
生
産
に
つ
な
げ

て
き
た
。
ド
イ
ツ
で
は
エ
ン

ゲ
ル
や
車
両
ド
ア
シ
ス
テ
ム

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
ブ
ロ
ー
ゼ

な
ど
と
協
力
し
、
フ
ォ
ー
ド

向
け
の
全
樹
脂
製
ド
ア
を
開

発
。
内
装
部
品
の
軽
量
化
、

低
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ

Ｏ
Ｃ
）化
に
貢
献
し
て
い
く
。

金
発
は
日
本
に
営
業
拠
点

を
設
け
る
な
ど
、
日
本
市
場

も
重
視
す
る
。
ソ
ニ
ー
や
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
キ
ヤ
ノ
ン
、

ブ
ラ
ザ
ー
、
日
産
自
動
車
な

ど
と
連
携
し
、
技
術
開
発
な

ど
で
も
連
携
し
て
き
た
。
大

手
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業

な
ど
と
も
幅
広
く
連
携
し
て

い
き
た
い
考
え
。

華
峰
集
団
（
フ
ワ
フ
ォ
ン

グ
ル
ー
プ
、浙
江
省
瑞
安
市
）

は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
（
Ｐ
Ｕ
）

や
ナ
イ
ロ
ン
材
料
で
国
内
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る

大
手
民
営
企
業
。
２
０
１
９

年
の
「
中
国
民
営
企
業
５
０

０
強
」
の
２
２
４
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
、
日
本
に
も
多
く

の
顧
客
を
持
つ
。
中
国
内
で

の
強
固
な
事
業
基
盤
を
ベ
ー

ス
に
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
の
拡
大
も
指
向
す
る
。
中

国
の
次
期
、
第
１４
次
５
カ
年

計
画
（
２１
〜
２５
年
）
期
間
に

は
売
上
高
１
０
０
０
億
元

（
１
兆
６
０
０
０
億
円
）
の

達
成
を
目
指
す
。

華
峰
集
団
は
１
９
９
１
年

の
設
立
で
、
化
学
か
ら
金
属
、

金
融
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
港
湾

物
流
事
業
ま
で
幅
広
く
事
業

展
開
し
て
い
る
。
１８
年
の
売

上
高
は
約
３
２
２
億
元
で
、

そ
の
８
割
を
占
め
る
化
学
事

業
は
同
社
の
主
力
事
業
。
ウ

レ
タ
ン
シ
ス
テ
ム
や
合
成
皮

革
用
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
、

ポ
リ
オ
ー
ル
、
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
弾
性
繊
維
（
ス
パ
ン
デ
ッ

ク
ス
）、ア
ジ
ピ
ン
酸
、
ナ
イ

ロ
ン
６６
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
系

熱
可
塑
性
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

（
Ｔ
Ｐ
Ｕ
）、マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
バ
ー
な
ど
１０
種
類
の
製
品

群
を
持
ち
、
多
く
が
世
界
市

場
で
高
い
存
在
感
を
放
つ
。

生
産
拠
点
は
瑞
安
市
の
本

社
工
場
を
は
じ
め
、
上
海
市

や
重
慶
市
、
南
通
市
（
江
蘇

省
）
に
展
開
し
、
各
拠
点
の

ス
マ
ー
ト
化
や
自
動
化
、
生

産
効
率
の
改
善
に
も
余
念
が

な
い
。
ま
た
、
付
加
価
値
製

品
の
増
産
の
た
め
毎
年
４
％

近
い
売
上
高
研
究
開
発
（
Ｒ

＆
Ｄ
）
費
を
誇
る
の
も
特
徴
。

技
術
開
発
へ
も
経
営
リ
ソ
ー

ス
を
厚
く
配
分
し
、
第
１２
次

５
カ
年
計
画
期
間
（
〜
１５
年
）

以
降
、
３
３
０
件
の
特
許
を

出
願
し
、
新
開
発
製
品
は
１

０
０
を
超
え
る
。

各
種
製
品
は
産
業
チ
ェ
ー

ン
の
延
伸
を
進
め
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
内
の
熱
可
塑
性
ポ

リ
ウ
レ
タ
ン
（
Ｔ
Ｐ
Ｕ
）
専

業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
浙
江
華

峰
熱
塑
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
有

限
公
司
（
フ
ワ
フ
ォ
ン
Ｔ
Ｐ

Ｕ
）
は
２０
年
春
に
も
瑞
安
市

に
新
工
場
を
立
ち
上
げ
る
計

画
。
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
な
ど

の
旺
盛
な
需
要
に
対
応
し
、

今
後
の
輸
出
拡
大
も
見
据
え

て
生
産
能
力
を
増
強
す
る
。

フ
ワ
フ
ォ
ン
Ｔ
Ｐ
Ｕ
は
日

本
市
場
に
向
け
て
は
正
規
代

理
店
の
野
村
貿
易
と
組
ん
で

チ
ュ
ー
ブ
・
ホ
ー
ス
向
け
や

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
材
料
、
透
明

フ
ィ
ル
ム
用
途
で
需
要
が
見

込
ま
れ
る
無
黄
変
グ
レ
ー
ド

な
ど
を
提
案
し
て
い
く
。

華
峰
集
団
は
今
後
、
中
国

国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
展

開
も
拡
大
し
て
い
く
意
向

だ
。
そ
の
た
め
グ
ル
ー
プ
内

に
国
際
貿
易
部
を
設
け
て
お

り
、
中
国
政
府
が
進
め
る
広

域
経
済
圏
構
想
の
「
一
帯
一

路
」
沿
線
や
、
人
口
が
増
加

す
る
地
域
、
資
源
の
豊
富
な

地
域
を
対
象
に
生
産
、
販
売

拠
点
の
設
置
を
進
め
て
い

く
。
２２
年
に
１０
の
製
品
群
で

中
国
ト
ッ
プ
、
８
製
品
で
世

界
一
を
目
指
し
邁
進
す
る
。

農
薬
原
体
な
ど
農
業
化
学

品
を
得
意
と
す
る
泰
禾
国
際

（
江
蘇
省
南
通
市
）
は
ハ
イ

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル

企
業
へ
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

を
進
め
て
い
る
。
機
能
化
学

品
事
業
を
新
た
な
事
業
の
柱

に
育
成
す
る
方
針
で
、
江
西

省
に
循
環
型
の
電
解
・
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
一
体
化
基
地

の
建
設
を
開
始
し
た
。「
農
業

化
学
品
」「
機
能
化
学
品
」
の

両
輪
で
成
長
を
目
指
し
、「
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
広
く
取

り
込
ん
で
い
く
」（
泰
禾
国
際

の
謝
思
勉
総
裁
）。

同
社
は
１
９
９
２
年
に
設

立
さ
れ
、
こ
の
間
、
除
草
剤

や
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
な
ど
の

農
薬
原
薬
、
製
剤
の
製
造
で

成
長
し
て
き
た
。
年
産
５
万

�
能
力
を
誇
る
２
・
４
�
ジ

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸

（
２
・
４
Ｄ
）
を
は
じ
め
、

殺
菌
剤
ダ
コ
ニ
ー
ル
原
体
も

４
万
�
能
力
を
誇
り
、
７
万

�
の
世
界
市
場
を
牽
引
す

る
。
強
ま
る
環
境
規
制
で
他

社
が
生
産
制
約
を
受
け
る
な

か
、
同
社
は
積
み
上
げ
て
き

た
環
境
投
資
を
強
み
に
安
定

操
業
を
実
現
。
１９
年
の
売
上

高
は
前
年
比
３０
％
増
の
４
・

５
億
�
を
見
込
む
。

泰
禾
国
際
は
従
来
、
本
社

を
兼
ね
る
南
通
泰
禾
化
工
や

江
西
天
宇
化
工
、
江
蘇
新
河

農
用
化
工
、
蘇
州
佳
輝
化
工

の
４
工
場
を
構
え
、
上
海
市

と
長
沙
市
（
湖
南
省
）
に
研

究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
セ
ン
タ

ー
を
擁
し
て
き
た
。
技
術
開

発
力
を
強
み
と
し
、
２
０
０

０
人
超
の
従
業
員
の
内
、
約

１
８
０
人
を
研
究
開
発
に
充

て
、
内
外
の
大
学
や
研
究
機

構
な
ど
と
も
協
力
体
制
を
構

築
。
毎
年
７
０
０
万
�
超
の

Ｒ
＆
Ｄ
投
資
を
継
続
し
て
き

た
。充

実
し
た
研
究
開
発
体
制

を
ベ
ー
ス
に
農
業
化
学
品
事

業
で
は
確
固
た
る
地
位
を
築

き
、
今
後
は
機
能
化
学
品
事

業
へ
も
踏
み
出
す
。

そ
の
舞
台
と
な
る
の
が
江

西
省
中
部
の
吉
安
市
に
お
け

る
電
解
か
ら
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
ま
で
の
一
体
化
基
地

だ
。１９

年
１１
月
３０
日
に
は
同
市

新
幹
県
で
「
江
西
仰
立
新
材

料
有
限
公
司
第
１
期
計
画
」

の
起
工
式
を
開
催
し
た
。
ま

ず
は
２１
年
末
を
め
ど
に
樹
脂

硬
化
剤
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

メ
タ
キ
シ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

（
Ｍ
Ｘ
Ｄ
Ａ
）
の
２
万
�
設

備
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
。
２

期
で
は
現
地
の
蛍
石
を
原
料

に
フ
ッ
素
系
化
学
品
に
も
進

出
し
、
２
・
６
�
ジ
フ
ル
オ

ロ
ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
な
ど
も

生
産
す
る
。
２
期
の
機
能
化

学
品
の
立
ち
上
げ
を
に
ら
み

つ
つ
、
隣
接
地
に
電
解
工
場

も
建
設
す
る
。
外
部
調
達
し

て
き
た
塩
素
な
ど
を
自
製
に

切
り
替
え
、
循
環
型
化
学
基

地
を
形
成
す
る
。

製
造
品
目
の
な
か
で
も
、

Ｍ
Ｘ
Ｄ
Ａ
は
接
着
剤
や
塗
料

硬
化
剤
、
ナ
イ
ロ
ン
原
料
、

レ
ン
ズ
モ
ノ
マ
ー
な
ど
と
し

て
の
需
要
が
拡
大
し
、
日
系

企
業
か
ら
の
引
き
合
い
も
強

い
。
市
場
の
供
給
元
多
角
化

の
需
要
に
も
応
え
て
い
く
。

謝
総
裁
は
「
５
〜
１０
年
か

け
循
環
型
の
産
業
チ
ェ
ー
ン

を
築
い
て
い
く
。
高
付
加
価

値
製
品
の
増
産
で
日
系
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

金発科技

ＰＵ・ナイロンでトップ級
２２年に８製品で世界一へ

泰禾国際

樹脂材料で世界をリード
中小企業との連携に意欲

農業化学・機能材を両輪に
江西省に大型一体化基地

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
Ｕ
や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
製
品
の
多
く
は
世
界
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
る
（
浙
江
省
瑞
安
市
の
本
社
・
工
場
）

国内外に工場を有し、総生産能力は２００万�超（広州市の本社・工場）

ハイエンドファインケミカル企業へ
構造転換を図る（江西天宇化工）

華峰集団

（２４）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



李軍総経理

揚
子
江
薬
業
集
団
海
慈
薬
業

有
限
公
司
・
馬
振
千
総
経
理

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

銭晶副会長

常
州
強
力
電
子
新
材
料
股

�
有
限
公
司
（
強
力
新
材
、

江
蘇
省
常
州
市
）
は
光
硬
化

系
電
子
材
料
の
世
界
で
は
名

の
知
れ
た
企
業
だ
。
高
い
製

品
開
発
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

安
定
し
た
品
質
を
売
り
に
、

多
く
の
日
系
企
業
か
ら
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
半

導
体
な
ど
ハ
イ
エ
ン
ド
の
成

長
市
場
を
取
り
込
ん
で
い
く

一
方
、
塗
料
や
イ
ン
キ
な
ど

の
成
熟
市
場
で
も
存
在
感
を

発
揮
し
、
事
業
基
盤
の
安
定

化
を
図
る
。

２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ

た
強
力
新
材
は
光
硬
化
系
電

子
材
料
の
研
究
、
製
造
、
販

売
を
得
意
と
す
る
。
感
光
性

ド
ラ
イ
フ
ィ
ル
ム
向
け
ビ
ス

イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
系
開
始
剤
は

世
界
シ
ェ
ア
６
割
、
液
晶
パ

ネ
ル
に
使
わ
れ
る
カ
ラ
ー
レ

ジ
ス
ト
向
け
高
感
度
オ
キ
シ

ム
エ
ス
テ
ル
系
開
始
剤
も
シ

ェ
ア
４
割
を
誇
る
。
１５
年
に

深
�
証
券
取
引
所
に
上
場
し

て
い
る
。

足
下
で
注
力
す
る
の
は
、

半
導
体
レ
ジ
ス
ト
に
必
須
の

材
料
と
さ
れ
る
光
酸
発
生
剤

だ
。
長
年
、
ド
ラ
イ
フ
ィ
ル

ム
、
カ
ラ
ー
レ
ジ
ス
ト
専
用

化
学
品
を
供
給
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
電
子
材
料
分
野
に

対
す
る
見
解
や
経
験
を
積
み

上
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
純
度

９９
・
９
％
以
上
の
超
高
規
格

の
半
導
体
分
野
に
向
け
て
量

産
体
制
を
構
築
す
る
。
サ
ン

プ
ル
を
供
給
を
始
め
、
２０
年

は
本
格
的
な
市
場
開
拓
の
年

と
位
置
づ
け
る
。

ま
た
、
今
後
の
成
長
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
自
社
の
光
関

連
技
術
を
生
か
せ
る
塗
料
や

イ
ン
キ
市
場
な
ど
の
成
熟
市

場
に
も
参
入
す
る
。
価
格
競

争
を
挑
む
つ
も
り
は
な
く
、

一
般
用
途
で
も
顧
客
の
課
題

解
決
に
資
す
る
分
野
で
勝
負

す
る
。
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
硬

化
型
の
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
フ
リ
ー
塗
料
や

イ
ン
キ
は
そ
の
一
つ
。
環
境

対
応
型
製
品
と
し
て
今
後
市

場
が
急
拡
大
す
る
と
み
て
お

り
、
新
規
の
開
始
剤
や
モ
ノ

マ
ー
、
オ
リ
ゴ
マ
ー
、
バ
イ

ン
ダ
ー
な
ど
の
化
合
物
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。

一
般
市
場
向
け
製
品
を
製

造
す
る
た
め
、
常
州
濱
江
経

済
開
発
区
内
に
２０
万
平
方
�

の
土
地
を
取
得
し
、
第
３
工

場
の
建
設
も
進
め
て
い
る
。

第
１
期
は
２０
年
の
稼
働
開
始

を
予
定
す
る
。

１８
年
に
は
本
社
併
設
の
常

州
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
新
設

し
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
Ｒ
＆

Ｄ
機
能
を
集
約
し
た
。
Ｒ
＆

Ｄ
人
員
は
現
在
お
よ
そ
１
０

０
人
だ
が
、
２
倍
程
度
ま
で

膨
ら
ま
せ
る
構
想
を
持
つ
。

半
導
体
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
は
液
晶
パ
ネ
ル
向
け
レ
ジ

ス
ト
材
料
や
第
５
世
代
通
信

規
格
（
５
Ｇ
）
が
普
及
す
る

な
か
で
同
社
の
感
光
性
ド
ラ

イ
フ
ィ
ル
ム
向
け
ビ
ス
イ
ミ

ダ
ゾ
ー
ル
系
開
始
剤
の
出
番

も
増
え
そ
う
だ
。

李
軍
総
経
理
は
「
我
々
は

日
系
企
業
と
の
協
力
の
な
か

で
成
長
し
て
き
た
会
社
。
引

き
続
き
、
顧
客
の
技
術
要
求

を
満
た
し
な
が
ら
、
信
頼
さ

れ
る
会
社
で
あ
り
続
け
た

い
」
と
語
る
。

中
国
を
リ
ー
ド
す
る
製
薬

企
業
の
一
つ
で
あ
る
揚
子
江

薬
業
集
団
（
江
蘇
省
）
は
、

日
本
市
場
の
開
拓
に
取
り
組

ん
で
い
る
。�
原
薬
の
輸
出
、

製
造
受
託
（
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）、開
発

製
造
受
託
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
�

代
理
店
販
売
�
研
究
開
発
で

の
技
術
協
力
�
の
３
本
柱
を

基
本
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。

ま
ず
日
本
の
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
原
薬
を

供
給
し
、
そ
の
後
、
製
剤
へ

と
広
げ
た
い
考
え
。
日
本
の

企
業
と
多
方
面
で
連
携
し
て

い
く
の
が
目
標
だ
。

揚
子
江
薬
業
集
団
は
１
９

７
１
年
に
設
立
さ
れ
、
本
社

を
泰
州
市
（
江
蘇
省
）
に
置

い
て
い
る
。
北
京
、
上
海
、

南
京
（
江
蘇
省
）、広
州
（
広

東
省
）
な
ど
の
各
市
に
２０
社

以
上
の
グ
ル
ー
プ
企
業
が
あ

り
、
全
土
に
営
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
敷
く
。
新
薬
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ほ
か
、

中
国
伝
統
医
薬
で
あ
る
「
中

医
薬
」
も
手
が
け
て
い
る
。

解
熱
鎮
痛
薬
、
抗
生
物
質
、

消
化
器
疾
患
治
療
薬
、
心
血

管
疾
患
治
療
薬
に
強
み
を
持

ち
、
こ
の
ほ
か
、
抗
が
ん
剤

を
始
め
と
し
た
十
種
類
以
上

の
製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

目
下
、
揚
子
江
薬
業
で
は

海
外
市
場
の
開
拓
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
欧
米
や
豪
州
で

は
現
地
の
研
究
開
発
型
企

業
、
製
薬
企
業
、
商
社
か
ら

製
品
や
技
術
の
導
入
を
実
施

し
、
登
録
・
申
請
や
販
路
確

保
で
協
力
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、「
タ
モ
キ
シ
フ
ェ
ン
ク

エ
ン
酸
」「
グ
リ
メ
ピ
リ
ド
」

「
ゲ
ム
シ
タ
ビ
ン
塩
酸
塩
」

な
ど
３
つ
の
原
薬
を
米
ド
ラ

ッ
グ
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル

（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｍ
Ｆ
）
に
登
録
申

請
し
た
。

製
薬
企
業
が
生
産
す
る
原

薬
は
、
製
品
の
大
き
な
強
み

に
な
る
と
み
て
い
る
。「
製
薬

企
業
が
求
め
る
品
質
と
コ
ス

ト
を
理
解
し
て
い
る
」（
同

社
）
た
め
で
、
国
内
外
に
あ

る
他
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
メ
ー
カ
ー
と

の
差
別
化
に
も
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
大
部
分
の
原
薬
は
揚

子
江
薬
業
で
手
が
け
る
医
薬

品
に
用
い
て
お
り
、
欧
米
や

豪
州
で
登
録
さ
れ
て
い
る
製

品
も
含
ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
、
同
社

は
本
社
を
構
え
る
泰
州
で
新

た
な
原
薬
工
場
を
建
設
し
、

抗
が
ん
剤
向
け
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
供
給
で
き
る

体
制
を
整
え
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
原
薬
へ
の
信
頼

性
を
保
証
し
、
販
売
促
進
に

結
び
付
く
と
し
て
い
る
。

現
在
、
揚
子
江
薬
業
は
多

く
の
日
本
の
代
理
店
と
接
触

す
る
と
と
も
に
、
技
術
協
力

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
製
品
の
高
付
加
価
値

化
を
図
る
た
め
、
日
本
の
高

度
な
技
術
を
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
製
剤
技
術
に

関
す
る
研
究
開
発
の
協
力
と

Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
展
開
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
最
大
手
メ

ー
カ
ー
の
晶
科
能
源
有
限
公

司
（
ジ
ン
コ
ソ
ー
ラ
ー
）。「
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

業
界
ト
ッ
プ
を
目
指
す
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
文
字

通
り
太
陽
光
発
電
産
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
へ
成
長

し
た
。
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
生
産
能
力
を
は
じ
め
、
高

い
技
術
・
製
品
品
質
を
武
器

に
、
日
本
市
場
も
さ
ら
に
開

拓
し
て
い
く
。

ジ
ン
コ
ソ
ー
ラ
ー
は
２
０

０
６
年
の
設
立
で
、
世
界
規

模
で
の
積
極
投
資
で
成
長
し

て
き
た
。
世
界
７
カ
所
に
生

産
拠
点
を
持
ち
、
１９
年
９
月

末
時
点
の
生
産
能
力
は
シ
リ

コ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
と
ウ
エ
ハ

ー
が
１４
・
５
�
�
（
Ｇ
Ｗ
）、

太
陽
電
池
が
９
・
２
Ｇ
Ｗ
、

太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

１５
Ｇ
Ｗ
。
海
外
子
会
社
は
日

米
独
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

１５
カ
所
に
上
り
、
世
界
規
模

で
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
。１８

年
に
市
場
投
入
し
た
旗

艦
モ
デ
ル
「
チ
ー
タ
」
に
加

え
、
１９
年
に
は
両
面
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
「
ス
ワ
ン
」
を
発

売
。
ス
ワ
ン
は
高
効
率
の
両

面
電
池
技
術
と
デ
ュ
ポ
ン
の

ポ
リ
フ
ッ
化
ビ
ニ
ル
樹
脂

（
Ｐ
Ｖ
Ｆ
）「
テ
ド
ラ
ー
」
の

透
明
薄
膜
技
術
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
最
大
正
面
発
電
効

率
４
０
０
�
を
実
現
。
背
面

ガ
ラ
ス
の
代
わ
り
に
透
明
バ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
採
用
し
、
従

来
品
と
比
べ
て
２５
％
以
上
の

軽
量
化
も
達
成
し
た
。

さ
ら
に
、
１９
年
に
発
表
し

た
「
タ
イ
ガ
ー
」
シ
リ
ー
ズ

モ
ジ
ュ
ー
ル
も
２０
年
第
１
四

半
期
か
ら
量
産
を
開
始
す

る
。
４
６
０
�
の
出
力
を
実

現
し
、
発
電
効
率
は
２０
・
７８

％
。「
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
ッ
テ
ィ

の
時
代
の
到
来
を
加
速
さ
せ

る
製
品
だ
」（
銭
晶
副
会
長
）。

同
社
の
強
み
は
生
産
規
模

だ
け
で
な
く
、
潤
沢
な
研
究

開
発
力
を
背
景
と
し
た
製
品

開
発
力
だ
。
業
界
最
大
の
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
Ｕ
Ｌ
認

証
機
構
を
設
置
し
、
２
５
０

人
の
科
学
者
と
専
門
家
を
抱

え
る
。
Ｐ
型
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
多

結
晶
セ
ル
効
率
は
２２
・
０４

％
、
単
結
晶
セ
ル
効
率
は
２３

・
４５
％
と
と
も
に
世
界
記
録

を
更
新
す
る
。

２０
年
の
総
出
荷
量
は
１８
Ｇ

〜
２０
Ｇ
Ｗ
に
拡
大
す
る
目
標

を
掲
げ
る
。
１９
年
と
比
べ
、

３５
％
前
後
の
伸
び
と
な
る
。

タ
イ
ガ
ー
な
ど
付
加
価
値
の

高
い
製
品
群
が
成
長
を
牽
引

す
る
。

日
本
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
も
高
ま
っ
て
い
る
。
２０
年

の
日
本
市
場
向
け
出
荷
量
は

前
年
同
様
１
・
２
Ｇ
Ｗ
を
見

込
み
、
引
き
続
き
１
Ｇ
Ｗ
超

の
販
売
を
見
込
む
。
日
本
向

け
の
数
量
は
年
々
伸
び
て
お

り
、
日
本
に
お
け
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
市
場
の
シ
ェ
ア
は
約

１５
％
程
度
と
ト
ッ
プ
だ
。
日

本
市
場
で
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
製

品
を
提
供
し
続
け
、
商
工
業

と
住
宅
用
太
陽
光
発
電
市
場

双
方
の
取
り
込
み
を
図
る
。

常州強力電子新材料

晶科能源
（ジンコソーラー）

泰州の原薬工場（上）。泰州本社で
中医薬を手がける敷地内の一角

日本企業と多方面で連携へ
まず後発医薬品の原薬供給

太陽光発電の世界最大手

光硬化系電材の世界大手

高出力製品を相次ぎ投入

半導体・５Ｇで出番拡大
常州濱江経済開発区で第３工場の建設も進む（写真は本社・工場）

揚子江薬業

ア
ブ
ダ
ビ
に
あ
る
出
力
１
・
１７
Ｇ
Ｗ
の
「
ギ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」

２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（２５）
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厳月根董事長

楊丹丹総経理

黄紹軍総経理

張海濤総経理

博
瑞
徳
環
境
集
団
股
�
有

限
公
司
（
江
蘇
省
南
京
市
）

は
産
業
分
野
の
汚
水
や
廃
ガ

ス
処
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
。
環
境
規
制
が
強
ま
る
な

か
、
化
学
企
業
の
安
定
操
業

に
不
可
欠
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ

カ
ル
や
セ
ラ
ニ
ー
ズ
、
ハ
ネ

ウ
ェ
ル
、
巨
化
集
団
、
桐
昆

集
団
、
日
本
触
媒
、
東
レ
な

ど
大
手
化
学
へ
の
豊
富
な
採

用
実
績
を
持
つ
。
企
業
支
援

だ
け
で
な
く
中
国
全
土
で
広

が
る
「
グ
リ
ー
ン
化
工
園
区
」

の
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
く

考
え
。

博
瑞
徳
は
２
０
０
６
年
、

水
処
理
事
業
に
長
く
携
わ
っ

て
き
た
厳
月
根
董
事
長
が
設

立
し
た
。
厳
氏
は
中
国
政
府

に
よ
る
「
千
人
計
画
」
の
１

人
で
あ
り
、
海
外
で
豊
富
な

水
処
理
事
業
の
経
験
を
持

つ
。
厳
董
事
長
の
豊
富
な
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

同
社
は
汚
水
処
理
場
の
設
計

・
調
達
・
工
事
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）

や
投
資
・
建
設
・
運
営
（
Ｂ

ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
�
Ｏ
ｗ
ｎ
�
Ｏ
ｐ

ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）、環
境
保
護
技

術
の
研
究
開
発
、廃
ガ
ス
（
臭

気
）
対
策
な
ど
を
得
意
と
す

る
。
対
象
は
石
油
・
化
学
や

石
炭
化
学
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
な
ど
幅
広
く
、
こ
れ
ま

で
に
完
成
さ
せ
た
水
処
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
８０
件
以
上
。

企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
代

表
例
が
張
家
港
市
に
お
け
る

日
本
触
媒
と
の
連
携
だ
。
日

触
は
ア
ク
リ
ル
酸
処
理
の
た

め
の
高
濃
度
廃
水
処
理
装
置

を
必
要
と
し
、
博
瑞
徳
は
日

触
向
け
の
嫌
気
性
グ
ラ
ニ
ュ

ー
ル
汚
泥
リ
ア
ク
タ
ー
技
術

（
Ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
ｃ

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ

Ｓ
ｌ

ｕ
ｄ
ｇ
ｅ

Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ

ｔ
）
を
採
用
し
、
１２
年
末
か

ら
設
備
を
稼
働
。
博
瑞
徳
の

ス
タ
ッ
フ
が
３
６
５
日
２４
時

間
常
駐
し
、
設
備
の
運
営
か

ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
。

「
お
か
げ
で
コ
ス
ト
を
抑
え

ら
れ
、
生
産
変
動
に
よ
る
問

題
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
も

ら
え
助
か
る
」（
日
触
）。

博
瑞
徳
は
新
規
進
出
企
業

の
た
め
に
処
理
装
置
を
投
資

し
、
費
用
を
徴
収
す
る
と
い

っ
た
契
約
形
態
も
可
能
だ
。

汚
水
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
策
定
は
も
ち
ろ

ん
、
規
制
や
開
発
区
へ
の
進

出
支
援
の
情
報
提
供
な
ど
コ

ン
サ
ル
業
務
も
手
が
け
る
。

同
社
は
規
制
を
強
め
る
化

学
園
区
向
け
の
汚
水
処
理
事

業
も
強
化
す
る
。
こ
れ
ま
で

も
南
京
江
北
新
材
料
科
技
園

を
は
じ
め
、
嘉
興
港
区
、
連

雲
港
徐
�
新
区
、
済
寧
石
炭

化
学
園
区
な
ど
大
型
園
区
へ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

た
。長

江
デ
ル
タ
の
み
な
ら

ず
、
１９
年
に
は
九
江
市
（
江

西
省
）
に
も
汚
水
処
理
場
の

運
営
子
会
社
を
設
け
て
お

り
、
今
後
は
華
南
や
西
北
、

華
北
地
域
で
の
事
業
展
開
も

拡
大
す
る
。
さ
ら
に
、
海
外

展
開
も
拡
大
す
る
方
針
。
１４

年
に
臭
気
制
御
を
得
意
と
す

る
カ
ナ
ダ
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
を

買
収
し
て
お
り
、
同
社
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
北

米
や
東
南
ア
ジ
ア
向
け
事
業

を
強
化
す
る
。

１８
年
に
３
億
元
だ
っ
た
売

上
高
は
１９
年
に
１０
億
元
超
に

拡
大
し
た
。「
環
境
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
今
後
は
日

系
企
業
向
け
の
事
業
も
拡
大

し
た
い
」（
厳
董
事
長
）。

中
国
の
環
境
規
制
は
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
新
規
投
資
の
リ
ス
ク
評

価
や
、
煩
雑
な
各
種
許
認
可

手
続
き
な
ど
、
化
学
企
業
が

抱
え
る
多
く
の
不
安
に
応
え

る
の
が
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
上
海
緑
然
環
境
信
息

技
術
有
限
公
司
（
上
海
市
）

だ
。
外
資
系
企
業
へ
の
豊
富

な
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
を
強
み

に
、
日
系
企
業
か
ら
の
引
き

合
い
も
増
え
て
い
る
。

上
海
緑
然
は
２
０
１
５
年

６
月
に
設
立
さ
れ
た
。
企
業

向
け
の
環
境
・
健
康
・
安
全

（
Ｅ
Ｈ
Ｓ
）
や
化
学
品
法
規

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
人
材

育
成
、
各
種
許
認
可
手
続
支

援
な
ど
幅
広
く
手
が
け
て
い

る
。
欧
米
化
学
企
業
出
身
の

ス
タ
ッ
フ
が
多
い
こ
と
か

ら
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
や
ア
ル
ケ
マ
、

３
Ｍ
な
ど
大
手
外
資
企
業
が

顧
客
に
多
い
の
も
特
徴
だ
。

中
国
の
国
有
大
手
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
上

海
市
、
北
京
市
、
重
慶
市
、

海
南
省
、
江
蘇
省
の
５
拠
点

を
有
し
、
中
国
全
土
を
網
羅

し
て
い
る
。

設
立
５
年
目
を
迎
え
、
顧

客
基
盤
も
充
実
す
る
な
か
、

楊
丹
丹
総
経
理
が
今
後
の
重

点
分
野
に
掲
げ
る
の
が
�
投

資
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
�
許
認
可
サ
ー
ビ
ス
�
一

括
サ
ー
ビ
ス
�
技
術
コ
ン
サ

ル
�
の
４
分
野
だ
。

厳
し
い
環
境
規
制
を
恐

れ
、
中
国
へ
の
投
資
に
二
の

足
を
踏
む
企
業
は
多
い
。
上

海
緑
然
は
用
地
選
択
や
土
地

調
査
を
は
じ
め
、
現
場
修
復

や
案
件
に
適
し
た
立
地
選
定

な
ど
の
総
合
的
な
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

「
こ
の
開
発
区
は
こ
の
ま
ま

存
続
で
き
る
の
か
」。日
系
企

業
か
ら
は
昨
今
、
こ
う
い
っ

た
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。

そ
の
他
、
Ｅ
Ｈ
Ｓ
関
連
の

許
認
可
に
も
す
べ
て
対
応
可

能
だ
。
現
在
３０
社
の
会
員
企

業
を
抱
え
る
一
括
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
審
査
や
法
規
制
の
解

析
、
研
修
な
ど
で
企
業
を
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
政
府
部
門
と
の
交
流
や

企
業
幹
部
へ
の
研
修
な
ど
も

実
施
し
て
い
る
。

技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

で
は
排
水
・
排
ガ
ス
・
危
険

廃
棄
物
の
プ
ロ
の
技
術
者
や

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
。
事
故
な
ど

の
緊
急
対
応
プ
ラ
ン
の
策
定

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

も
手
掛
け
る
。

塩
城
市
（
江
蘇
省
）
な
ど

の
相
次
ぐ
大
規
模
事
故
を
受

け
、
中
国
に
お
け
る
化
学
ビ

ジ
ネ
ス
は
自
社
だ
け
で
な

く
、
入
居
地
域
や
顧
客
含
む

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

リ
ス
ク
評
価
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
上
海
緑
然
は
、
環

境
関
連
で
企
業
の
継
続
的
な

操
業
を
一
貫
し
て
支
援
し
て

い
く
。

中
国
市
場
に
お
い
て
リ
サ

ー
チ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

等
な
ど
を
手
が
け
る
上
海
鋭

品
投
資
管
理
咨
詢
有
限
公
司

（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
）
は
、
模
倣

品
調
査
な
ど
知
財
分
野
で
豊

富
な
実
績
を
持
つ
黄
紹
軍
総

経
理
が
２
０
１
０
年
に
設
立

し
た
会
社
だ
。
顧
客
の
ほ
と

ん
ど
が
日
系
企
業
で
あ
り
、

強
み
の
「
医
療
機
器
分
野
」

を
中
心
に
、
車
や
Ｆ
Ａ
な
ど

の
「
工
業
分
野
」、日
用
品
や

家
電
と
い
っ
た
「
消
費
財
分

野
」
ま
で
幅
広
く
扱
い
、
１

５
０
社
近
い
顧
客
を
持
つ
。

上
海
市
の
本
社
の
他
、
１８
年

５
月
に
は
東
京
、
１９
年
に
は

北
京
事
務
所
も
開
設
し
て
い

る
。高

い
専
門
性
を
強
み
と

し
、
医
療
分
野
で
は
医
薬
研

究
チ
ー
ム
を
持
ち
、
キ
ャ
リ

ア
の
あ
る
研
究
人
員
や
専
門

の
訪
問
部
隊
を
組
織
す
る
。

オ
リ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
と
し

た
著
名
な
医
療
機
器
ブ
ラ
ン

ド
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

実
績
も
豊
富
だ
。

Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
の
特
徴
は
レ

ポ
ー
ト
作
成
に
と
ど
ま
ら
な

い
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
の
提
案
。
例
え
ば
、
医

療
機
器
事
業
で
は
市
場
調
査

は
も
ち
ろ
ん
、
薬
事
認
証
か

ら
販
売
代
理
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
さ
ら
に
は
人
材

育
成
や
当
局
の
各
種
法
規
制

の
対
応
ま
で
を
一
括
で
担

う
。
１９
年
に
は
貿
易
部
隊
も

設
立
し
、
一
部
顧
客
へ
の
販

売
ま
で
手
を
広
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
が
評
価
さ

れ
、
１３
年
か
ら
は
日
本
貿
易

振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も
任
さ
れ
て
き

た
。
上
海
市
で
開
催
さ
れ
た

国
際
輸
入
博
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
集
客
、
日
本
の
中
小

企
業
の
中
国
進
出
の
支
援
、

ジ
ェ
ト
ロ
の
諸
業
務
の
サ
ポ

ー
ト
な
ど
が
主
な
業
務
だ
。

今
後
は
化
学
分
野
に
も
注

力
す
る
。
黄
総
経
理
は
、「
日

本
企
業
の
高
品
質
な
素
材
は

中
国
市
場
で
も
高
い
需
要
が

あ
る
」
と
し
、
市
場
調
査
、

現
地
の
商
流
解
析
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
車
（
Ｎ
Ｅ
Ｖ
）
メ
ー

カ
ー
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
で
一
役
買
う
構
え
だ
。

日
本
企
業
か
ら
は
化
学
園
区

や
政
策
動
向
の
調
査
な
ど
で

依
頼
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。黄

氏
は
必
要
と
あ
れ
ば
顧

客
と
と
も
に
出
張
に
も
出
向

く
な
ど
「
汗
を
か
い
て
稼
ぐ
」

ス
タ
イ
ル
が
身
上
だ
。
Ｒ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｄ
と
契
約
し
た
顧
客
は

５
年
以
上
の
つ
き
あ
い
に
な

る
と
い
う
。
黄
総
経
理
は
引

き
続
き
、「
調
査
か
ら
事
業
展

開
ま
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
」
を
心
が
け
、
日
系
企
業

支
援
に
努
め
て
い
く
。

化
学
品
の
管
理
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
手

が
け
る
北
京
正
智
遠
東
化
工

信
息
咨
詢
有
限
公
司
（
Ｏ
Ｃ

Ｉ
、
張
海
濤
総
経
理
）
は
日

本
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す

る
。
企
業
向
け
化
学
物
質
登

録
や
情
報
調
査
・
提
供
だ
け

で
な
く
、
分
析
機
関
や
業
界

団
体
と
の
連
携
も
深
め
て
い

き
た
い
考
え
。
２
０
２
０
年

に
は
広
東
省
に
も
子
会
社
を

設
立
す
る
方
針
で
、
華
南
地

域
の
業
務
も
拡
大
す
る
。「
化

学
品
総
合
支
援
会
社
」
と
し

て
日
系
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｉ
は
０６
年
６
月
に
設

立
さ
れ
た
、
中
国
で
最
も
早

く
化
学
品
法
規
や
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
企
業
の
一
つ
。
新
規
化

学
物
質
や
化
粧
品
・
新
原

料
、
食
品
関
連
製
品
の
登
記

登
録
を
は
じ
め
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｈ
規
則
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
、
Ｇ
Ｈ

Ｓ
作
成
代
行
、
製
品
の
市
場

適
合
性
調
査
、
業
界
の
市
場

調
査
報
告
を
行
っ
て
き
た
。

各
種
法
規
や
関
連
動
向
の
最

新
情
報
を
提
供
す
る
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
配
信
も
行
い
、
過

去
と
の
比
較
や
変
更
点
な
ど

の
分
析
に
定
評
が
あ
る
。

Ｏ
Ｃ
Ｉ
の
強
み
は
３０
人
以

上
の
経
験
豊
富
な
専
門
人
材

を
抱
え
る
こ
と
。
学
位
取
得

者
や
業
界
経
験
者
な
ど
各
分

野
に
精
通
し
た
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
揃
え
る
。
本
社
を
北
京

に
構
え
、
政
府
・
行
政
機
関

や
業
界
人
脈
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
強
固
だ
。

こ
れ
ま
で
成
約
し
た
案
件

は
３
０
０
０
件
以
上
。
顧
客

の
７５
％
を
外
資
が
占
め
、
日

韓
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
な

ど
に
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持

つ
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

化
学
品
や
肥
料
、
飼
料
添
加

剤
、
食
品
添
加
剤
、
食
品
接

触
材
料
、
化
粧
品
原
料
、
化

粧
品
輸
出
入
な
ど
の
登
記
業

務
も
可
能
だ
。

日
系
企
業
の
多
い
華
東
地

域
に
つ
い
て
は
１４
年
に
上
海

に
拠
点
を
開
設
し
、
手
厚
い

支
援
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

日
本
に
対
し
て
は
企
業
向
け

の
各
種
法
規
対
応
や
情
報
提

供
な
ど
で
高
い
評
価
を
得
て

き
た
。
今
後
は
日
本
国
内
で

分
析
機
関
や
業
界
団
体
な
ど

と
も
連
携
し
、
Ｏ
Ｃ
Ｉ
の
知

見
を
生
か
し
て
多
角
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

日
本
で
の
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー

を
探
し
て
お
り
、
専
門
人
材

も
増
員
す
る
計
画
だ
。
引
き

続
き
、
化
学
関
連
の
展
示
会

や
法
規
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
た

日
系
化
学
向
け
の
活
動
に
も

注
力
す
る
。
今
年
は
広
東
省

に
も
事
務
所
を
設
け
る
考
え

で
、
企
業
支
援
体
制
を
拡
充

す
る
。

Ｏ
Ｃ
Ｉ
は
化
学
物
質
管
理

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
化
学
工
業

日
報
社
主
催
）
へ
の
出
展
経

験
を
持
ち
、
日
系
企
業
向
け

に
多
数
の
化
学
品
・
環
境
・

食
品
関
連
の
法
規
制
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
き
た
。
同
社

の
技
術
担
当
者
お
よ
び
同
社

ル
ー
ト
で
招
聘
し
た
北
京
政

府
高
官
に
よ
る
法
規
制
解
説

は
多
く
の
日
系
企
業
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
。
今
後
は
世

界
重
点
地
域
で
の
セ
ミ
ナ

ー
、
定
期
的
な
化
学
品
登
録

な
ど
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
す
る
。

博瑞徳環境集団

上海鋭品
（ＲＡＰＩＤ）

総合リスクコンサルに力
設立５年で顧客基盤拡充

頼れる「総合支援会社」
日系向けサービスを充実

汚水処理のスペシャリスト
大手化学に豊富な採用実績

調査から事業までサポート
設立１０年、事業拡大期に

顧
客
企
業
の
工
場
の
現
場
視
察
の
よ
う
す

ＯＣＩは顧客に協力し、中
国衛生健康委員会から酵素
製剤関連許可を取得した

上海緑然環境信息技術

張
家
港
市
（
江
蘇
省
）
の
日
本
触
媒

の
拠
点
で
稼
働
す
る
汚
水
処
理
施
設

北京正智遠東
（ＯＣＩ）

日
系
企
業
向
け
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
充
実
（
上
）、今
年

１
月
に
開
か
れ
た
創
立
１０
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
す

（２６）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）



２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）（２７）



（２８）２０２０年（令和２年）２月１０日（月曜日）（第三種郵便物認可）
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